
全
均
支
局
、
先

第
五
十
一
巻

第
三
挽

卒
成
四
年
十
二
月
設
行

愛

書

新

探

|
|
漢
代
訴
訟
論
の
た
め
に
ー
ー
ー

籾

山

明

は

じ

め

に

一

愛

書

の

種

類

二
「
侯
莱
君
所
責
冠
恩
事
」
筋
書

三
愛
書
本
文
の
集
成

四
「
自
雪

E
簡
の
問
題

五

愛

書

の

機
能

お

わ

り

に

- 1ー

11 

じ

め

漢
代
の
訴
訟
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、

『
史
記
』
の
酷
吏
列
俸
・
張
湯
の
傑
(
お
よ
び
、
そ
れ
を
う
け
た
『
漢
書
』
張
湯
俸
〉

に
み
え
る
鼠

307 

裁
判
は
重
要
な
史
料
と
な
る
。

が
、
そ
こ
で
は
嘗
時
の
刑
事
手
積
が
次
の
よ
う
な
文
章
一
で
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、

こ
れ
は
少
年
時
代
の
張
湯
が

肉
を
盗
ん
だ
鼠
を
と
ら
え
て
裁
剣
に
か
け
た
挿
話
で
あ
る
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湯
掘
窟
得
盗
鼠
及
除
肉
、
劾
鼠
掠
治
、
俸
愛
章
一
回
、
訊
鞠
論
報
、
井
取
鼠
興
肉
、
具
獄
楳
堂
下
れ

(
1
)
 

か
つ
て
奮
稿
で
述
べ
た
通
り
、
こ
こ
に
は
逮
捕
か
ら
剣
決
に
至
る

一
連
の
手
績
が
要
約
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「得
」
が
逮
捕
、

「劾
」
が
奉
劾
、

「掠
治
」
が
取
調
べ
、

「訊
鞠
」
が
審
理
、

「
論
報
」
が
決
罪
に
そ
れ
ぞ
れ
相
嘗
す
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
疑
い
な
い
と
言
っ
て

よ
い
。
だ
が
、
唯

一
問
題
と
な
る
の
は
「
体
重
書
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
ら
か
の
文
書
の
作
成
を
意
味
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
愛
書
と
は
一
睡
ど
の
よ
う
な
文
書
な
の
か
、
ま
た
「
俸
愛
書
」
と
い
う
手
績
が
な
ぜ

「掠
治
」
と

「訊
鞄
」
と
の
聞
に
あ
ら
わ
れ
る

の
か
。
こ
う
い
っ
た
疑
問
に
劃
し
て
は
、
注
疏
の
類
が
す
で
に
匝
々
と
し
て
一
定
し
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
確
た
る
解
答
は
な

い
と
レ
っ
た
拭
況
で
あ
っ
た
。

一
般
に
語
義
の
確
定
に
は
、
多
く
の
用
例
か
ら
の
蹄
納
が
威
力
を
震
揮
す
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
愛
書
の
場

合
、
そ
の
言
葉
の
み
え
る
秦
漢
時
代
の
典
籍
は
、
張
湯
の
停
記
を
除
い
て
他
に
全
く
見
嘗
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
今
世
紀
あ
ら
た
に
出
土
し
た
簡
膿
史
料
の
中
に
「
愛
書
」
の
文
字
が
見
出
さ
れ
た
時
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
愛
書
の
貫
態
を
解

明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
、
け
だ
し
嘗
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
研
究
と
し
て
は
、
つ
と
に
居
延

一
九
三

0
・
=
二

年
簡

〈

2

)

(

3

)

(
穆
居
延
漢
閲
)
を
用
い
た
陳
操
氏
の
割
記
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
批
剣
・
設
展
さ
せ
た
大
庭
僑
氏
の
論
考
が
あ
る
。
さ
ら
に
近
年
に
至
っ
て
、

(
4〉

(
5〉

居
延
一
九
七
三

・
七
四
年
簡
(
新
居
延
漢
筒
)
や
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
の
知
見
を
も
と
に
、
大
庭
氏
の
新
稿
や
劉
海
年

・
高
敏
氏
ら
の
専
論
が
相

一2 -

つ
い
で
設
表
さ
れ
、

私
も
ま
た
そ
の
蹟
尾
に
附
し
て
蓄
稿
中
に
卑
見
を
述
、
べ
た
。
こ
う
し
て
、

愛
書
に
つ
い
て
は
論
臨
も
お
お
か
た
出
蓋
く

し
、
す
で
に

一
定
の
結
論
も
得
ら
れ
た
か
の
感
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
今
あ
ら
た
め
て
本
稿
を
公
け
に
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
は

次
の

二
貼
に
あ
る
。

第
一
は
方
法
論
上
の
疑
問
で
あ
る
。
新
居
延
漢
簡
と
睡
虎
地
秦
簡
と
が
も
っ
劃
期
的
な
意
義
と
し
て
、
そ
こ
に
愛
書
の
確
質
な
文
例
の
含
ま

れ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」
珊
書
と
「
封
診
式
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
近
年
の
諸
研
究
は
い

き
お
い
、
こ
の
雨
者
を
主
た
る
史
料
と
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
か
え
っ
て
愛
書
の
理
解
を
片
寄
っ
た
も
の
に
し
て

し
ま
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
し
か
に
右
の
二
例
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
偶
然
に
残
っ
た
愛
書
の

一
類
型



に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
新
・
奮
居
延
漢
簡
に
相
嘗
数
の
愛
書
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
常
識
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
そ
の

多
く
は
断
簡
で
あ
り
、
か
っ
一
定
の
操
作
を
へ
て
始
め
て
愛
書
と
認
定
で
き
る
史
料
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
愛
書
の
貴
重
な
貫
例
で
あ
る

こ
と
に
襲
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
愛
書
を
軽
視
し
て
先
の
二
史
料
の
み
偏
重
す
る
こ
と
は
、
類
型
を
も
っ
て
典
型
と
み
な
す
と
い
う
、
方
法

論
上
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
史
料
の
増
加
で
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
公
表
の
待
た
れ
て
い
た
居
延
一
九
七
三
・
七
四
年
簡
の
樟
文
が
、

ゃ
く
刊
行
さ
れ
た
。
後
述
す
る
『
居
延
新
簡
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
同
書
の
内
容
は
設
掘
館
敷
の
牢
分
弱
に
あ
た
る
破
城
子

と
第
四
照
と
の
出
土
簡
に
限
ら
れ
、
残
る
肩
水
金
開
の
出
土
簡
は
な
お
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
公
表
さ
れ
た
簡
に
つ
い
て
も
大
部
分
は

樺
文
の
み
に
と
ど
ま
り
、
骨
局
員
は
い
ま
だ
に
公
刊
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
限
界
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
に
よ
っ
て

一
九
九

O
年
に
至
っ
て
よ
う

我
々
の
知
り
う
る
「
居
延
漢
簡
」
の
敷
が
飛
躍
的
に
増
加
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
や
は
り
小
さ
く
な
い
。
貫
際
こ
の
「
新
簡
」
の
中
に
は
、
従

来
の
知
識
を
補
完
・
修
正
し
う
る
新
史
料
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
が
問
題
の
性
格
上
、
蓄
稿
に
つ
い
で
直
ち
に
護
表

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
遅
延
し
た
理
由
は
主
と
し
て
こ
の
「
新
簡
」
の
公
表
を
待
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し

て
結
果
は
案
に
遭
わ
ず
、
多
く
の
愛
書
関
係
簡
を
そ
こ
に
護
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
奮
稿
の
結
論
に
も
修
正
を
加

- 3ー

え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、

や
が
て
本
論
で
明
ら
か
に
な
る
通
り
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
一
意
識
の
も
と
に
、
本
稿
で
は
新
・
奮
居
延
漢
簡
の
整
理
・
分
析
を
通
し
て
、
愛
書
の
種
類
・
内
容
・
機
能
を
解
明
し
、

も
っ
て
漢
代
の
訴
訟
を
論
じ
る
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
使
用
し
た
居
延
漢
簡
の
テ
キ
ス
ト
を
次
に
あ
げ
て
お
こ
う
。

ω努
斡
『
居
延
漢
簡
園
版
之
部
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
七
年
再
版
。

ω中
園
祉
舎
科
翠
院
考
古
研
究
所
『
居
延
漢
簡
甲
乙
編
』
中
華
書
局
、
一
九
八

O
年。

309 

ω謝
桂
筆
・
李
均
明
・
朱
園
畑
『
居
延
漢
簡
樟
文
合
校
』
文
物
出
版
社
、

ω甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
文
化
部
古
文
献
研
究
室
・
中
園
祉
舎
科
拳
院
歴
史
研
究
所
『
居
延
新
簡
』
文
物
出
版
枇
、

一
九
八
七
年
。
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一
九
九
O
年。

蓄
衡
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

出
土
地
と
原
簡
番
競
な
ら
び
に

ω(「
園
」
と
略
稽
〉
も
し
く
は

ω(「
甲
園
」

記
し
た
。
穣
文
は

ωを
多
く
参
照
し
た
が
、
国
版
に
も
と
づ
い
て
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
新
簡
に
つ
い
て
は

ωに
従
っ
て
原
簡
番
競
の
み
示
し
、

固
版
の
あ
る
も
の
は
そ
の
都
度
註
記
し
た
。
記
披
は
新
簡

・
奮
簡
と
も
川
刊
の
韓
例
に
な
ら
い
、
図
は
簡
の
断
折
、
口
は
字
跡
不
鮮
明
の

一字、

:
;
:
は
字
跡
不
鮮
明
で
か
つ
文
字
数
不
明
の
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
傍
線
は
別
筆
部
分
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で

「乙
園
」
と
略
稽
)
の
園
版
頁
数
を

は
簡
臆
の
書
式

・
記
載
様
式
を
主
た
る
問
題
と
す
る
た
め
、
特
に
誼
み
に
く
い
例
を
除
い
て
史
料
に
句
讃
を
打
つ
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

委

書

の

種

類

本
章
で
は
、

居
延
漢
簡
に
み
え
る
霊
童
一
一回
の
呼
稽
(
稽
謂
)
を
整
理
分
類
し
、

漢
代
の
謹
郡
で
作
成
さ
れ
て
い
た
愛
書
の
種
類
を
明
ら
か
に
す

- 4 ー

る
。
そ
の
さ
い
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
簡
臆
類
で
あ
る
。

a 

表
題

・
尾
題
簡

表
題
簡
と
は
文
書
や
簿
籍
の
表
紙
に
あ
た
る
筒
。
尾
題
簡
と
は
本
文
の
後
ろ
に
附
け
ら
れ
た
、
記
載
内
容
を
ま
と
め
る
は
た
ら
き
を
す
る

簡
で
、

「右

O
O」
の
書
式
を
も
っ
。

b 

迭
達
文
書
簡

文
書
や
簿
籍
を
送
達
す
る
さ
い
に
添
え
ら
れ
る
「
、
迭
り
朕
」
。
「
謹
移

O
O
一
編
」
と
い
っ
た
書
式
を
も
っ
と
こ
ろ
か
ら
、
逸
ら
れ
た
文
書

や
簿
籍
の
呼
稽
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

c 

護
信
日
簿

(

6

)

 

文
書
や
簿
籍
の
設
信
記
録
。
護
送
し
た
文
書

・
簿
籍
の
内
容
や
件
数
が
、
設
、
迭
日

・
封
印
者
名
な
ど
と
共
に
記
入
さ
れ
る
。

d 

指
示

・
依
頼
文
書
簡



下
層
ま
た
は
同
格
の
他
機
関
に
あ
て
た
下
達
・
並
行
の
文
書
を
仮
に
こ
う
呼
ん
で
お
く
。
文
末
に
は
し
ば
し
ば
「
曾
月
某
日
」
と
い
う
期

舎
の
指
定
や
「
如
律
令
」
文
言
が
み
え
る
。

「
O
Oを
移
せ
」
の
形
で
文
書
や
簿
籍
の
迭
附
を
う
な
が
す
場
合
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
書

名
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

e
吋
椙
・
検

掲
は
文
書
・
簿
籍
や
物
品
な
ど
に
添
附
さ
れ
た
タ
ッ
グ
。
検
は
周
知
の
よ
う
に
封
紙
し
て
宛
名
を
記
す
た
め
の
板
で
あ
る
が
、
時
と
し
て

封
滅
さ
れ
た
文
書
名
を
下
端
に
小
さ
く
記
入
す
る
こ
と
が
あ
る
。

以
上
を
も
と
に
検
出
さ
れ
た
愛
書
の
呼
稿
を
、
関
係
簡
臆
と
あ
わ
せ
て
次
に
列
奉
し
よ
う
。

a 
自
詮
愛
書

表
題
・
尾
題
簡

-
右
自
誼
愛
書

(
A
8
四
六

圏
三
四
五
)

- 5 ー

2
・
右
自
謹
愛
書

(
A
8
四
九
・
二
五
A
B
同
文

圏
一
四
二
、

一四一二〉

3
・
右
自
在
愛
書

4
・
右
男
子
箔
長
貫
自
誼
愛
書

(
A
8
八
九
・
一

O

国
二
三
四
)

〈

A
8
二
O
六

園
二
二
五
)

b 

送
達
文
書
簡

5
紳
鶴
二
年
六
月
乙
亥
朔
丙
申
令
史
口
敢
言
之
謹
移
吏
負
卒

賀
自
詮
己
皐
愛
書
一
一
編
敢
言
之

(
E
P
T
五
六
・
二
七
五
〉

c 

震
信
日
簿

311 

6 

移徒
自王
誼禁
愛責
書誠
倉北
月候
十長
日東

門
職
銭
不
服

-
一
事
一
封

四
月
笑
亥
尉
史
同
奏
封

(
A
8
二
五
九
・
一

闘
三
四
九
)
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d 

指
示
・
依
頼
文
書
簡

7
図
口
口
口
不
服
移
自
謹
愛
書
口
図

図
肩
水
候
寛
寓
重

(
A
沼
二
八
八
・
一
七

園

一一一一一)

8
図
不
負
移
自
誼
愛
書
図

(
E
P
T
七
・
四

O
)

9
不
服
移
自
詮
愛
書
曾
月
廿
二
日
如
律
令
即
日
食
時
卒
善
行

叩
図
不
服
移
自
誼
愛
書
舎
月
廿
八
日
如
律
令

(
E
P
T
五
二
・
一
一
六
)

(
E
P
T
五
二
・
五
四
〉

日
二
月
己
未
甲
渠
候
長
母
害
以
私
印
行
候
事
図

言
報
不
服
移
自
誼
愛
書
舎
三
月
朔
如
律

ロ
更
始
二
年
四
月
乙
亥
朔
辛
丑
甲
渠
都
守
候
塞
尉
二
人
移
民
主
池
律
田
口
口
口
図

口
口
口
史
験
問
牧
責
報
不
服
移
自
誼
愛
書
如
律
令

(
E
P
T
五
二
・
一
四
八
)

(
E
P
C
一一一九)

- 6 ー

E 

吏
卒
相
牽
詮
任
委
書

a 

表
題

・
尾
題
筒

日
・

肩
水
侯
官
吏
相
牽
詮
任
図

M
図
箕
山
部
吏
卒
相
牽
誼
任
委
書

(
A
お
五
O
四

園
八
六
)

(
E
P
T
五
三
・
一
七
一
二
)

日
図
詮
任
名
籍
愛
書

(
E
P
T
五
三
・
一
八
二
)

四
山

秋
射
愛
書

a 

表
題
・
尾
題
簡

印
刷
・
右
秋
射
愛
書

(
A
8
一
七
五
・
-

国

一
七
二
)

口
・
右
口
口
口
簿
培
第
名
籍
射
愛
書

(
E
P
T

一0
・
七
)
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日
・
右
秋
以
令
射
愛
書
名
籍

b 

迭
達
文
書
簡

(
E
P
T
五
六
・
二
七
六
〉

四
図
十
月
甲
口
口

元
行
候
事
敢
言
之
都
尉
図

口
努
謹
移
射
愛
書

名
籍
一
編
図

(
A
8
四
八
五
・
四

O

N 

病
死
(
病
診
〉
愛
書

a 

表
題
・
尾
題
簡

初
図
病
死
物
愛
書

(
A
8
一
四
五
・
三
五

辺
図
病
愛
書

n
・
甲
溝
候
官
始
建
園
天
鳳
一
年
十
二
月
成
卒
病
死
霊
書
芳
行

お
・
右
病
診
愛
書

M
右
病
死
霊
書

お
民
卒
病
病
死
告
愛
書

(
A
お
五
一
二
・
二
七

園
二
九
八
〉

園
二
一
五
)

闘
四

O
八
)

(
E
P
T
五
七
・
八
)

- 7 ー

(
E
P
T
五
九
・
八

O
〉

(
E
P
T
五
九
・
六
三
八
)

b 

選
達
文
書
簡

泊
三
月
辛
巳
甲
渠
候
長
一
隅
図

疾
卒
愛
書
一
編
敢
言
図

(
A
8
四
二
・
一
一

A

幻
図
言
之
謹
移
民
卒
病
死
霊
図

(
A
8
一
九
八
・
九

お
元
康
四
年
三
月
戊
子
朔
甲
辰
望
泉
照
長
忠
敢
言
之

候
官
謹
篤
移
病
卒
愛
書
一
編
敢
言
之

却
始
建
園
天
鳳
二
年
二
月
戊
辰
朔
戊
寅
第
十
泰
候
長
良
敢
言
之
謹
移
民
卒
病
死
霊
書
努
行

(
A
泊
二
五
五
・
四
O
A

(
E
P
C
五
O
)

圏
三
五

O〉

園
二
二
二
)

園
三
六
〉
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衣
物
券
如
牒
敢
言
之

(
E
P
T
四
八
・
一
三
六
)

V 

死
馬
愛
書

a 

表
題
・
尾
題
簡

e 
31 30 

掲図・
開始

検蔦建
霊園

書里
正
月
騨
，馬
病
死
霊
書

(
A
お
五
三
五

(
A
n
九
六

泣
圃
元
鳳
四
年
騎
士
死
馬
愛
書

(
A
お
四
九
一
・
一
一

A

VI 

殴
殺
愛
書

a 

表
題
・
尾
題
簡

お
図
殴
殺
愛
書

(
E
P
T
五
一
・
二
七
五
〉

- 8ー

刊

貰
貰
愛
書

法
違
文
書
簡

担
元
康
四
年
六
月
丁
巳
朔
庚
申
左
前
候
長
高
敢
言
之
謹
移
民
卒
貰
買
衣
財

b 

物
愛
書
名
籍
一
編
敢
言
之

(
A
お一

0
・
三
四
A

印
日
商
高

六
月
壬
成
金
開
卒
延
寄
以
来

候
史
充
園

お
紳
簡
二
年
五
月
乙
巳
朔
乙
巳
甲
渠
候
官
尉
史
勝
之
謹
移
図

(
A
お
一

0
・
三
四
B

衣
銭
財
物
及
母
責
愛
書
一
編
敢
言
之

園
九
六
)

園
五
四
三
)

園
二
三
)

園
六
七
)

園
六
八
)

(
E
P
T
五
六
・
二
八
三
A
)

印
日
尉
史
勝
之
印



五
月
乙
巳
尉
史
勝
之
以
来

(
E
P
T
五
六
・
二
八
三
B
)

e 

掲
・
検

部
甲
渠
候
官

卒
不
貰

貰
愛
書

(
E
P
T
五
六
・
八
一
一
)

a 

呼
稿
不
明

表
題
・
尾
題
簡

四

U
・
右
愛
書

〈

E
P
T
五
一
・
二
七
二
〉

b 

送
達
文
書
簡

お
図
官
謹
移
口
口
口
愛
書
一
編

ぬ
図
謹
謹
寓
愛
書
移
謁
報
酒
泉
大
守
府
敢
言
之

〈

A
m
三
三
七
・
一

O

箇
四
八
〉

(
E
P
T
五
二
・
三
八
A
)

- 9一

図
令
口
舎
吏
口
口
黍
口
口
口
可
口

ハ
E
P
T
五
二
・
三
八
B
)

d 

指
示
・
依
頼
文
書
簡

組
移
責
籍
及
愛
書
曾
月
七
日
須
言
府
図

こ
の
う
ち
羽
類
は
簡
の
上
端
を
依
く
た
め
俵
稀
で
あ
る
。
各
類
ご
と
の
呼
稿
に
は
、

(
E
P
T
五
六
・
一
一
一
一
四
)

た
と
え
ば
「
秋
射
愛
書
」
と
「
秋
以
令
射
愛
書
」
、
「
死

い
ず
れ
も
同
類
中
の
別
稿
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

E
類
の
叩
ゆ
な
ど
は
、
愛
書
と
い
う
文
書
に
で
は
な
く
「
名
籍
」
に
附
け
ら
れ
た
尾
題
簡
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
愛
書
の
呼
稿
が
み
え

馬
愛
書
」
と
「
騨
馬
病
死
愛
書
」
等
の
よ
う
に
若
干
の
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

る
簡
と
し
て
こ
こ
に
奉
げ
た
。

樺
文
に
よ
れ
ば

日
の
下
鉄
部
分
に
は
、

日
か
ら
類
推
し
て
「
愛
書
」
二
字
を
補
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、
第
斡
氏
の

315 

4
五
鳳
二
年
九
月
庚
辰
朔
己
酉
甲
渠
候
長
彊
敢
言
之
府
書
日
候
長
土
吏
蓬
照
長
以
令
秋
射
署
功
務
長
吏
雑
試
曾
口

封
移
都
尉
府
謹
移
第
四
照
長
奴
記
秋
射
愛
書
一
編
敢
言
之

(
A
8
六
・
五

園
一
九
一
一
一
〉
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と
い
う
‘

(

7

)
 

E
1
b
類
に
属
す
る
迭
達
文
書
簡
も
存
在
す
る
が
、

肝
腎
の
「
秋
射
愛
書

一
編
」

ハ
字
が
潟
県
か
ら
は
讃
み
取
れ
な
い
た
め

参
考

と
し
て
こ
こ
に
穆
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。

一
部
を
除
き
潟
県
の
公
表
さ
れ
て
い
な
い
居
延
一
九
七
三

・
七
四
年
簡
(
新
居
延
漢
簡
)
に
つ
い
て

は
、
右
の
分
類
は
な
お
流
動
的
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
と
え
ば
凶
日
お
等
は
偲
に
表
題

・
尾
題
簡
と
し
て
位
置
づ
け
た
が
、
送
達
文
書
簡

の
断
片
や
褐
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
、
樟
文
の
み
か
ら
形
態
を
推
定
で
き
る
簡
も
少
な
く
は

な

お
は
加
と
同
一
形
態
の
、
迭
達
文
書
簡
ー
ー
ー
し
た
が
っ
て

B
面
は

A
面
と
は
別
筆
の
控
え
で
あ
ろ
う

l
!
と
み
て
間
違
い
な
い

(
8
)
 

し
、
お
は
検
の
下
端
に
文
書
名
を
記
入
し
た
例
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
居
延
漢
簡
に
み
え
る
愛
書
の
呼
稿
が
右
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
と
す
れ
ば
、
決
に
な
す
べ
き
は
各
々
の
本
文
に
相
嘗
す
る
簡
を
選
び

ぃ
。
た
と
え
ば
、

出
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
選
出
の
た
め
の
指
標
は
一
盟
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
。
む
ろ
ん
、

「自
誼
」

「
秋
射
」

「病
死
」
と
い
っ
た

字
句
の
み
を
も
っ

て
愛
垂
直
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た

「愛
書
」
の
文
字
が
愛
書
の
本
文
以
外
の
聞
に
も
み
え
る
こ
と
は
、
先
の

選
達
文
書
簡
か
ら
明
ら
か
な
通
り
で
あ
る
。
委
書
の
本
文
と
認
定
す
る
た
め
の
指
標
は
、

や
は
り
愛
書
と
い
う
文
書
に
固
有
の
文
言
に
置
か
れ

- 10ー

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て、

そ
の
固
有
の
文
言
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
愛
書
で
あ
る
こ
と
が
確
買
な
文
章
一
回
の
分
析
に
よ
っ
て
の
み
得
る
こ
と

が
で
き
る
。
居
延
七
三

・
七
四
年
間
の
「
候
莱
君
所
責
寵
恩
事
」
加
害
に
含
ま
れ
る
委
書
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」
茄
書

周
知
の
よ
う
に
、

「
候
粟
君
所
責
冠
思
事
」
加
書

(
以
下
「
候
粟
君
加
害
」
と
略
稽
)
は
全
三
五
筒
か
ら
成
る
一
括
文
書
で
あ
り
、

破
城
子
す

な
わ
ち
漢
代
の
甲
渠
候
官
祉
の抽河
内
房
室

(F
n
)
よ
り
出
土
し
た
。

(
9
)
 

文
書
庫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。

F
nか
ら
は
他
に
も
少
な
か
ら
ぬ
加
書
が
設
見
さ
れ
て
お
り
、

候
官
の

「
候
莱
君
加
書
」
も
ま
た
、

「
建
武
三
年
十
二
月
候
/
粟
君
所
責
冠
恩
事
」
と
記
し
た
椙
が
伴
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
同
所
に
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の
一
つ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

(

叩

)

こ
の
加
害
に
闘
し
て
は
、
現
在
ま
で
に
三
種
の
稗
文
の
ほ
か
、
徐
翠
芳
、
粛
充
達
、
散
偉
超
、
陳
仲
安
、
妥
錫
圭
、
許
停
雲
、
大
庭
筒
、
初



(

ロ

)

な
ら
び
に
フ
ル
ス
ウ
ェ
氏
の
語
注
な
ど
が
護
表
さ
れ
て
い
る
。
諸
氏
の
見
解
は
、
後
述
す
る

あ
る
一
黙
に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
褐
を
除
い
た
珊
書
の
本
瞳
が
五
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
貼
で
は
一
致
し
て
い
る

(

U

)

 

仕
賓
、
高
敏
、
謝
桂
華
ら
の
諸
氏
に
よ
る
考
護
、

と
言
っ
て
よ
い
。

A
(
E
P
F
二
二
・
一

l
二
O
)

五
つ
の
部
分
と
は
各
々
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

建
武
三
年
十
二
月
笑
丑
朔
乙
卯
(
十
二
月
三
日
〉
附
。

都
郷
畜
夫
の
宮
が
冠
恩
を
験
問
し
て
得
た
供
述
を
中
心

と
し
た
文
書
。

B
ハ
E
P
F
二
二
・
二
一

J
二
八
)

建
武
三
年
十
二
月
笑
丑
朔
戊
辰
(
同
十
六
日
)
附
。

都
郷
音
夫
の
宮
が
冠
恩
を
再
度
験
問
し
て
得
た
供
述
を

中
心
と
し
た
文
書
。

C
(
E
P
F
一
一
一
一
・
二
九
J
一一一一一〉

建
武
三
年
十
二
月
美
丑
朔
辛
未
(
同
十
九
日
)
附
。
都
郷
沓
夫
の
宮
か
ら
居
延
豚
廷
に
あ
て
た
文
書
。

D
(
E
P
F
二
二
・
一
三
ニ
)

尾
題
簡
「
・
右
愛
書
」
。

E
(
E
P
F
二
二
・
三
四
J
一一一五)

十
二
月
葵
丑
朔
己
卯
(
同
二
十
七
日
〉
附
。
居
延
牒
廷
よ
り
甲
渠
候
官
に
あ
て
た
文
書。

-11ー

D
簡
に
「
右
愛
書
」
と
あ
る
以
上
、
加
書
の
中
に
霊
童
日
の
本
文
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

D
簡
を
加
書
の
ど
こ

に
置
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
諸
氏
の
見
解
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
簡
は
尾
題
簡
で
あ
る
か
ら
、

C
の
後
ろ
に

一
方
B
の
後
ろ
に
置
け
ば
愛
書
は

A
B
南
文
書
だ
け
と
な
る
。
前
者
の
読
を
と

る
の
は
整
理
小
組
の
樺
文
の
ほ
か
、
食
偉
超
、
粛
尤
達
、
初
仕
賓
、
高
敏
、
謝
桂
華
の
各
氏
、
封
し
て
徐
翠
芳
、
大
庭
備
の
雨
氏
は
後
者
の
読

(

日

)

に
立
つ
。
そ
し
て
ど
ち
ら
の
設
を
と
る
か
に
よ
っ
て
、
愛
書
に
固
有
の
文
言
を
検
出
す
る
と
い
う
本
章
の
結
論
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
、

A
B
雨
文
書
と

C
文
書
と
は
、
書
式
・
内
容
と
も
に
全
く
異
質
の
文
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
い
ず
れ
の
設
に
よ
る

べ
き
か
、
整
方
の
根
擦
を
検
討
し
つ
つ
こ
こ
で
剣
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

置
け
ば
先
立
つ

A
B
C
三
通
の
文
書
が
す
べ
て
愛
書
と
な
り
、

(
M〉

前
設
に
立
つ
諸
論
考
の
う
ち
、
唯
一
そ
の
根
擦
を
述
べ
る
の
は
初
仕
賓
・
粛
冗
達
連
名
の
論
文
で
あ
る
。

南
氏
は
言
う
。

D
簡
〈
E
P
F
二

317 

二
・
一
二
三
)
は

E
文
書
の
簡
と
外
形
が
似
て
お
り
、

ま
た

E
P
F
二
二
・
三
一
、
三
二
、
三
四
の
諸
簡
と
も
ど
も
姦
食
い
の
跡
が
あ
る
。

し
た



が
っ
て
、

D
簡
は
本
来
E
文
書
の
前
、
議
食
い
諸
簡
と
郷
接
し
た
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、

318 

と
。
つ
ま
り
は
簡
の
破
損
欣
況
と
い
う
外
在

(

お

)

的
候
件
を
判
断
の
根
披
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
劃
し
て
後
設
に
立
つ
大
庭
倫
氏
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
の
公
文
書
は
書
出

し
に
必
ず
年
続
が
あ
り
、
月
日
か
ら
書
き
始
め
る
濁
立
し
た
文
書
は
な
い
。

E
文
書
に
年
競
が
な
く
月
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
し
た
が

っ
て
、
こ
の
部
分
が
単
調
の
文
書
で
は
な
く
、
年
競
を
も
っ

C
文
書
を
前
提
と
し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
E
文
書
と

C
文

書
と
は
連
績
し
た
一

つ
の
文
書
と
し
て
甲
渠
候
官
へ
停
達
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
の
聞
に
尾
題
簡
が
介
在
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と

こ
れ
は
文
書
の
瞳
例
と
い
う
、
よ
り
内
在
的
な
篠
件
に
立
脚
し
た
説
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
読
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
共
に
一
理
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ
ば
、
前
説
は
成
り
立
ち
難
い
。
そ
の
理

由
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

第
一
に
、

初
・
粛
雨
氏
が
指
摘
す
る
簡
の
最
食
い
朕
態
に
事
質
と
相
違
す
る
貼
の
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
雨
氏
が

D
筒
(
こ
の
関
白
陸
に
は
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扱
食
い
が
あ
る
)
に
郷
接
す
る
と
し
た
諸
簡
の
う
ち
、

E
P
F
二
二

・
三
二
簡
に
は
買
の
と
こ

ろ
議
食
い
の
痕
跡
が
全
く
み
と
め
ら
れ
な
い
の
で

(
時
)

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
食
い
を
根
援
に
連
積
性
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
こ
の
場
合
あ
き
ら
か
に
不
適
切
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
し
、

こ
れ
は
前
読
を
否
定
す
る
積
極
的
な
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
よ
り
重
要
な
の
は
第
二
勲
、
す
な
わ
ち
、
内
容
と
書
式
の
上
か
ら
み

て
C
文
書
が
愛
書
ー
ー
な
い
し
は
愛
書
の
構
成
部
分
ー
ー
で
は
あ
り
得
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
し
い
説
明
が

必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
少
し
く
紙
幅
を
費
や
し
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
C
文
書
の
全
文
を
分
段
し
て
示
す
。

①
建
武
三
年
十
二
月
笑
丑
朔
辛
未
、
都
郷
音
夫
宮
敢
言
之
。

「
去
年
十
二
月
中
、
取
客
民
冠
恩
魚
就
、
載
魚
五
千
頭
到
傑
得
。
就
買
用
牛
一
頭
穀
廿
七
石
。
恩
願
活
出
時
行
銭
出

(

げ

)

菌
、
以
得
品
川
二
高
。
叉
借
牛

一
頭
以
篤
揮
、
因
買
、
不
肯
掃
。
以
所
得
就
直
牛
、
償
不
相
嘗
廿
石
。
書
到
験
問
治
決
言
。
」
前
言
解
。

(
団
)

③
廷
却
書
目
、
「
恩
酔
不
興
候
書
相
庭
、
疑
非
買
。
今
候
奏
記
府
、
願
詣
郷
愛
書
是
正
。
府
録
、
令
明
慮
。
更
詳
験
問
治
決
言。
」

④
謹
験
問
恩
、
僻
、

②
廷
移
甲
渠
候
書
目、

「
不
嘗
興
粟
君
牛
、

不
相
蛍
穀
廿
石
。
叉
以
在
粟
君
所
器
物
直
銭
高
五
千
六
百

叉
篤
粟
君
買
肉
摺
(
雑
)
穀
三
石、



叉
子
男
欽
篤
粟
君
作
賀
直
廿
石
、
皆
一国
一一閣
一一四
一一閣
一粟
君
銭
畢
。
」
粟
君
用
恩
器
物
幣
(
弊
〉
敗
、
今
欲
蹄
、
恩
不
肯
受
。
愛
書
自
謹
。

⑤
潟
移
愛
書
、
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
之
。

①
の
書
出
し
部
分
と
⑤
の
書
止
め
文
言
と
を
今
し
ば
ら
く
措
き
、
②
1
④
の
部
分
で
語
ら
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、

か
つ
て
居
延
麟
廷
か
ら
轄
逸
さ
れ
て
来
た
甲
渠
侯
粟
君
の
書
の
内
容
が
再
録
さ
れ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
「
前
言
解
」
つ
ま

り
「
先
に
説
明
回
答
ず
み
」
で
あ
る
と
注
記
さ
れ
る
(
②
)
。
こ

の

「
解
」
が
十
二
月
乙
卯
に
迭
ら
れ
た

A
文
書
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
こ
で
は
冠
思
が
自
ら
に
返
済
義
務
の
な
い
理
由
を
供
述
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
受
領
し
た
臆
廷
は
、
定
恩
の
供
述
が
事
寅
に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
粟
君
の
奏
記
を
受
け
た
府
の
命
令
を
俸
え
て
、

「
更
詳
験
問
治
決
言
」
つ
ま
り
「
再
度
く
わ
し
く
取
調
べ
て
結
果

を
報
告
せ
よ
」
と
文
書
で
指
示
し
て
来
た
(
③
)
。

そ
こ
で
、
指
示
に
従
っ
て
再
び
冠
恩
を
験
問
し
た
結
果
が
略
述
さ
れ
、

こ
の
こ
と
は
「
愛

書
に
よ
っ
て
自
ら
謹
し
た
」
供
述
で
あ
る
と
の
宮
に
よ
る
但
し
書
き
で
結
ぼ
れ
る
(
④
〉
。

こ
で
末
尾
に
み
え
る
「
愛
書
自
詮
」
の
語
句
に
注
意
し
た
い
。
言
う
と
こ
ろ
の
「
愛
書
」
が
十
二
月
戊
辰
附
の

B
文
書
の
み
を
指
し
、

|
|
お
お
む
ね
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

v 
、ー
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C
文
書

自
瞳
を
含
ま
な
い
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

「
自
謹
」
と
い
う
表
現
に
相
鷹
す
る
の
は
嘗
事
者
た
る
冠
恩
の
供
述
以
外
に
あ
り
得
な

(

四

)

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
ま
た
「
愛
書
自
誼
」
の
語
は
、

B
文
書
の
内
容
要
約
に
あ
た
る
部
分
の
末
尾
に
添
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
解
さ

に
も
や
は
り
C
文
書
は
含
ま
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
す
る
な
ら
ば
、

D
簡
に
い
う
「
右
愛
書
」

も
し
含
む
と
考
え
た
場

れ
よ
う
。

合、

D
簡
の
「
愛
書
」
が

B
C
南
文
書
を
指
す
一
方
で
、

C
文
書
に
い
う
「
愛
書
」
が

B
文
書
の
み
を
指
す
と
い
う
不
統
一
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
。
明
瞭
さ
を
む
ね
と
す
る
公
文
書
の
記
載
と
し
て
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
都
合
が
悪
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑤
の
部
分
に
み
え
る
「
潟
移
愛
書
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。

際
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
節
録
す
る
こ
と
も
あ
る
〉
移
送
す
る
こ
と
を
い
う
が
、

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、

「
篤
移
」
と
は
文
書
や
簿
籍
を
韓
寓
し
て

こ
れ
は
前
一
章
で
述
べ
た
「
謹
移

O
O
一
編
」
と
同
じ
く
送
達
文
書
(
迭
り

「
珠
山
長
病
書
牒
」
と
偲

(その

319 

「
寓
移
」
し
た
文
書
や
簿
籍
そ
れ
自
瞳
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(
却
)

稽
さ
れ
る
三
簡
編
成
の
加
書
で
あ
る
。

朕
)
に
固
有
の
表
現
で
、

一
例
を
あ
げ
よ
う
。
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円
出
建
武
三
年
三
月
丁
亥
朔
己
丑
城
北
照
長
黛
敢
言
之

週
二
月
壬
午
病
加
雨
牌
務
種
旬
脅
支
満
不
耐
食

(E
P
F
二
二
・
八
O
)

飲
来
能
覗
事
敢
言
之

(E
P
F
二
二
・

八
一)

月
丁
亥
朔
辛
卯
城
北
守
候
長
匡
敢
言
之
謹
寓
移
照
長
蕪

病
書
如
牒
敢
言
之

今
言
府
請
令
就
醤

(E
P
F
二
二

・
八
二
)

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
の
二
枚
が
城
北
照
長
誕
の

「病
室
田
」
本
文
、
後
の
一
枚
は
そ
れ
を
城
北
候
長
心
得
の
匡
が
「
潟
移
」
し
た
さ

い
に
附
け
ら
れ
た
迭
達
文
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
推
せ
ば
、
同
じ
く

「寓
移
愛
書
」
の
文
言
の
み
え
る

C
文
書
も
、

そ
れ
自
睦
愛
書

で
は
あ
り
得
。
す
、

愛
書
に
添
附
さ
れ
た
迭
達
文
書
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
し
か
に

C
文
書
は
迭
達
文
書
に
し
て
は
異
例
の
長
文

で
あ
る
が
、

そ
れ
は
愛
蓄
を
「
寓
移
」
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
こ
の
中
で
逐

一
説
明
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
類
例
と
し
て
は
た
と
え
ば
、

三
百
廿
一
日
以
令
賜
賢
第
百
六
十
日
中
十
日
謹
移
賜
務
名
籍
一
編
敢
言
之

(
A
8
一
五
九

・一

四

園
二
五
九
)
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川
町
五
鳳
三
年
十
月
甲
辰
朔
甲
辰
居
延
都
尉
徳
丞
延
詩
敢
言
之
甲
渠
候
漢
彊
書
言
候
長
賢
日
迩
積

の
よ
う
な
、

下
部
機
構
か
ら
の
申
請
書
(
「
侯
長
賢
J
宇
日」

が
そ
れ
に
あ
た
る
)
を
文
中
に
引
用
し
た
迭
達
文
書
が
あ
げ
ら
れ
る
。

C
文
書
は
こ

の
引
用
部
分
が
極
度
に
複
雑
に
な
っ
た
形
式
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
か
に
複
雑
と
は
い
え
や
は
り
、
途
達
文
書
で
あ
る
こ
と
は
、

連
の
経
緯
を
記
し
た
②

1
④
の
部
分
を
取
り
去
っ
て
①
と
⑤
を
直
結
さ
せ
た
時、

そ
こ
に
典
型
的
な
迭
達
文
書
の
書
式
が
出
現
す
る
こ
と
か
ら

も
註
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
私
は
、

D
簡
に
い
う

「愛
書
」
に
は

C
文
書
を
含
ま
な
い
と
考
え
る
。

し
た
が
っ
て
、

「候
粟
君
加
害
」
の
配
列
は
A

B
D
C
E
の
順
に
な
る
べ
き
で
、
愛
蓄
は

A
B
雨
文
書
の
み
を
指
す
と
す
る
徐
翠
芳

・
大
庭
線
開
設
を
是
と
し
た
い
。
そ
れ
ゆ
え
愛
書
に
固
有
の

文
言
を
検
出
す
る
た
め
の
素
材
と
し
て
は

A
B
い
ず
れ
か
を
劃
象
と
す
れ
ば
よ
い
。

い
ま
差
し
あ
た
り

B
文
書
を
と
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
全

臨
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。



@
書
出
し
部
分
「
建
武
三
年
十
二
月
美
丑
朔
戊
辰
、
都
郷
音
夫
宮
、
以
廷
所
移
甲
渠
候
書
召
恩
詣
郷
、
先
以
。
詮
財
物
故
不
以
貫
蹴
五
百
以

上
、
酔
以
(
己
)
定
満
三
日
而
不
更
言
請
者
、
以
僻
所
出
入
罪
反
罪
之
律
。
排
告
、
乃
愛
書
験
問
恩
。
」

@
冠
恩
の
供
述
部
分
「
僻
目
、
『
頴
川
昆
陽
市
南
里
、
年
六
十
六
歳
、
姓
冠
氏
。
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
不
嘗
予
粟
君
牛
、
不
相
嘗
穀
廿
石
。
』
」

の
書
止
め
部
分
「
皆
置
。
官
如
愛
書
。
」

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
@
の
部
分
で
冠
恩
を
郷
へ
召
喚
し
た
の
ち
験
聞
に
先
立
っ
て
「
財
物
を
謹
す
る
に
故
に
買
を
以
て
せ
.さ
る
こ
と
減

あ
ら
た

ま

ζ

と

か

え

五
百
以
上
に
し
て
、
酔
す
で
に
定
ま
り
て
三
日
に
満
つ
る
も
更
め
て
請
を
言
わ
ざ
れ
ば
、
酔
の
出
入
す
る
所
の
罪
を
以
て
反
っ
て
こ
れ
を
罪
す

(

幻

)

る
の
律
」
と
い
う
律
文
(
い
わ
ゆ
る
「
謹
不
言
請
律
」
〉
を
申
し
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
儒
詮
を
防
ぐ
た
め
の

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
手
績
を
へ
て
録
取
さ
れ
た
謹
言

措
置
で
あ
り
、
の
の
部
分
に
「
皆
詮
(
す
べ
て
詮
す
ど
と
あ
る
の
と
呼
躍
す
る
。

(
@
部
分
)
を
主
瞳
と
す
る

B
文
書
は
、
前
章
で
分
類
し
た
う
ち
の
自
誼
愛
書
の
一
類
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
述
し
た

C
文
書
の
④
部

分
に
「
愛
書
自
詮
」
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
傍
誼
と
な
る
。
こ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、

す
る
た
め
の
指
標
と
な
し
う
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
反
面
、
他
の
類
型
の
愛
書
の
場
合
は
こ
の
文
段
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
示
按
し
よ
う
。

「
誼
不
言
請
律
」
の
告
知
を
も
っ
て
自
謹
愛
書
と
認
定

- 15ー

愛
書
全
般
に
共
通
す
る
文
言
は
、

ほ
か
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
。
の
最
末
尾
に
置
か
れ
た
「
官
如
愛
書
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
の
「
官
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
也
」

(

勾

)

と
躍
し
て
「
皆
謹
也
。
如
愛
書
」
と
讃
む
設
と
、
「
官
」
と
標
し
て
「
皆
謹
。
官
如
愛
書
」
と
讃
む
設
と
が
並
存
し
て
い
る
。
単
に
字
形
の
み

で
判
断
す
る
な
ら
ば
「
也
」
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
こ
と
が
ら
は
そ
れ
ほ
ど
皐
純
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
漢
簡
の
童
日
韓
で
は
「
官
」

「也」
(
幻
)

の
字
形
が
し
ば
し
ば
剣
別
困
難
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
字
形
は
明
ら
か
に
「
也
」
に
作
り
な
が
ら
文
脹
上
「
官
」
と
揮
さ
ね
ば
通
じ
な
レ
例
な

ど
も
時
に
見
う
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
漢
簡
の
公
文
書
に
「
之
乎
者
也
」
の
類
の
助
字
が
少
な
い
と
い
う
一
般
的
な
印
象
や
、
後
述
す
る
石

刻
史
料
に
み
え
る
「
官
如
約
束
」
文
言
と
の
共
通
性
な
ど
か
ら
、
私
は
「
官
」
と
揮
す
設
が
適
切
だ
と
考
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
強
い
て
一

321 

方
に
決
め
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
重
要
な
の
は
、

「
官
如
愛
書
」
に
せ
よ
「
如
愛
書
」
に
せ
よ

こ
の
書
止
め
文
言
に
ど
の
よ
う
な
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へ
弘
)

意
味
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
貼
で
あ
る
。
そ
れ
を
検
討
す
る
う
え
で
、
河
南
省
僅
師
牒
で
出
土
し
た

「侍
廷
里
父
老
倖
約
束
石
券
」
の
記
載
が

手
が
か
り
と
な
る
。
そ
の
木
文
部
分
を
讃
み
下
し
て
み
よ
う
。

建
初
二
年
正
月
十
五
日
、
侍
廷
里
父
老
俸
の
祭
傘
の
子
季
・
主
疏
の
左

E
等
廿
五
人
、
共
に
約
束
石
券
を
里
の
治
中
に
炉
問
る
。
翫
に
永
卒

あ

つ

あ

わ

十
五
年
六
月
中
を
以
て
、
俸
を
造
起
し
、
銭
を
数
む
る
こ
と
共
せ
て
六
高
一
千
五
百
有
り
、
田
八
十
二
畝
を
買
え
り
。
偉
中
に
其
れ
砦
の

み

給
し
て
里
父
老
と
震
る
に
次
賞
す
る
者
有
ら
ば
、
共
な
客
田
を
以
て
借
輿
し
、
田
上
の
毛
物
の
穀
買
を
牧
め
て
自
給
す
る
を
得
。
臨
し
砦

の
り

の
下
り
て
時
ら
ず
ん
ば
、
田
を
還
し
父
老
と
震
る
に
嘗
る
者
に
轄
興
す
。
後
の
子
孫
に
停
え
て
以
て
常
と
爵
せ
。
其
れ
物
故
す
る
も
の
有

ら
ば
、
後
の
戸
に
代
る
者

一
人
に
停
う
る
を
得
。
即
し
惇
中
皆
な
醤
下
り
て
父
老
に
中
ら
ず
ん
ば
、
季

・
E
等
共
な
田
を
偲
賃
す
。
官
は

約
束
の
如
し
。

(
以
下
に
二
五
人
の
姓
名
を
記
す
も
略
)

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

「
父
老
俸
」
の
成
員
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
約
束
の
末
尾
に
み
え
る
「
官
は
約
束
の
如
し
(
官
如
約
束
ご
と
い
う

文
言
で
あ
る
。

一
見
す
る
と
「
そ
の
他
は
約
束
の
遁
り

と
解
せ
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、

そ
う
解
障
し
た
の
で
は
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「
そ
の
他
」
も
「
約
束
」
も
指
示
内
容
が
陵
昧
に
す
ぎ
て
、
規
約
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
全
文
を
一
請
す
れ
ば
明
ら
か
な
逼

り
、
取
り
決
め
る
べ
き
約
束
の
内
容
は
先
立
つ
文
中
で
、
過
不
足
な
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
さ
ら
に

「
そ
の
他
は
約
束
の
通
り
」
と
い
う

よ
う
な
漠
然
と
し
た
篠
文
を
附
け
加
え
る
こ
と
は
、
不
要
な
混
乱
を
生
む
だ
け
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
文
言
は
全
く
別
の
方
向
、
す
な
わ
ち

「
以
上
、
約
束
と
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り

「
官
如
約
束
」
と
い
う
結
び
を
も
っ
て

「
約
束
」
の
書

止
め
文
言
と
理
解
す
る
わ
け
で
あ
る
。

「
約
束
」
と
い
う
誓
約
文
は
、
文
末
を
「
官
如
約
束
」
と
結
ぶ
。

日
本
の
古
文
書
で
、

た
と
え
ば
申
扶

の
書
止
め
を

「申
朕
如
件
」
と
結
ぶ
こ
と
な
ど
が
、
あ
る
い
は
類
例
と
し
て
想
起
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

文
言
も
ま
た
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、

「
官
如
約
束
」
文
言
に
つ
い
て
の
右
の
推
論
に
大
過
な
し
と
す
れ
ば
、
問
題
の

B
文
書
末
尾
に
み
え
る
「
官
如
愛
書
」
な
い
し
「
如
愛
書
」

B
文
書
が
郷
か
ら
牒
へ
停
、
逸
さ
れ
た
際
に
附
随
し
て
い
た
の
は
迭
達
文
書

と
し
て
の

C
文
書
の
み
で
あ
り
、
他
に
愛
書
に
相
嘗
す
る
文
書
が
伴
っ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
B
文
書
に
「
官
如
愛
書
」
な



い
し
「
如
愛
書
」
と
い
う
場
合
の
「
愛
書
」
と
は
、

(
お
〉

ほ
か
な
ら
ぬ

B
文
書
自
瞳
を
指
す
と
み
る
以
外
に
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
そ
れ
は
「
官
如

約
束
」
と
同
じ
く
、

「
以
上
、
愛
書
と
す
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
、
愛
書
の
書
止
め
文
言
な
の
で
あ
る
。
愛
書
は
そ
の
文
末
を

「
官
如
愛
書」

な
い
し
「
如
愛
書
」
と
結
ぶ
。
本
章
の
課
題
で
あ
っ
た
愛
書
固
有
の
文
言
の
検
出
は
、
こ
こ
に
至

っ
て
よ
う
や
く
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

愛
霊
園
本
文
の
集
成

「
官
如
愛
書
」
も
し
く
は
「
如
愛
書
」
と
い
う
結
び
が
、
愛
書
の
書
止
め
文
言
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
文
言
の
み
え
る
簡
は
、

前
章
一
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、

た
と
え
文
-
意
を
成
さ
な
い
断
片
で
あ
っ
て
も
愛
書
と
認
定
し
う
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
こ
の
「
官
如
単
一
室
田
」

な
っ
て
ゆ
き
た
い
が
、
た
だ
し
そ
の
際
、
こ
の
書
止
め
文
言
に
よ
っ
て
は
検
出
し
え
な
い
愛
書
簡
が
存
在
す
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
の

「
如
愛
書
」
文
言
を
手
が
か
り
に
、
居
延
漢
簡
の
中
か
ら
愛
書
の
本
文
を
選
び
出
す
作
業
を
行

端
的
な
例
は
、
書
止
め
部
分
を
歓
損
し
た
断
簡
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
の
作
業
は
、

ま
ず
書
止
め
文
言
を
も
と
に
一
群
の
愛
書
簡
を
選
び

- 17ー

出
し
た
の
ち
、
そ
の
中
に
新
た
な
別
の
規
準
が
見
つ
か
れ
ば
再
度
そ
れ
に
よ
っ
て
選
出
を
試
み
る
、
と
い
っ
た
二
段
構
え
で
進
め
る
こ
と
に
し

'-、。

+
h

、しWま
ず
第
一
段
階
。

「
官
如
愛
書
」
も
し
く
は
「
如
愛
書
」
の
文
言
を
も
と
に
選
び
出
し
た
愛
書
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

制
図
口
候
長
賢
自
言
常
以
令
秋
射
署
功
労
即
石
力
賢

図
口
敏
子
牒
官
如
愛
書
敢
言
之

必
図
口
口
陽
口
口
里
口
口
口
口
口
病
頭
癒
寒
貝
不
能
飲

(
A
8
六

圏一九一一一〉
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図
吟
手
巻
足
展
衣
白
鯖
車
口
口
口
口
取
布
抱
長
裏
各
一
領
布
復
樟

図
口
衣
診
覗
母
木
索
兵
刀
庭
口
口
口
審
官
如
愛
書
敢
言
之

'
(
A
8
二
七
・
一

A

園
五

O
八
U
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46 

図
言
饗
事
後
不
欲
言
饗
事
昧
彰
人

(A
8
二
七

・二一

B

箇
五

O
八
)

図
口
欲
言
饗
事
皆
誼
官
如
愛
書
敢
言
之

門出図
嘗
途
里
公
乗
王
同
卸
日
病
頭
恵
寒
史
小
子
興
同
然

(
A
8
二
七
・
二
一

A

園
五

O
七
)

図
飲
薬
廿
旗
門
不
倫
官
如
愛
書
敢
言
之

(
A
8
五
二
・
二
一

圏
一
九
O
)

同
切
図
長
安
世
自
言

図
中
帯
矢
数
子

常
以
令
秋
射
署
功
勢
図

牒
官
如
愛
図

(
A
8
一
一一一七

・一

五

岡
三
一
八
)

。
図
三
丈
八
尺
詮
所
言
官
如
愛
書

(
A
8
三
一
一
六
・
五

圏
三
三
七
)

日
図
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

図
官
如
愛
書
敢
言
之

(
A
お
五

圏
三
七
三
)

-18 -

日
克
未
賞
従
卒
駒
放
己
貸
鏡
百
廿
三
不
嘗
償
謹
所
言
七
如
愛
書

(E
P
T
五
一
・
一
九
四
)

臼
図
口
謹
言
官
如
愛
書

日
図
之
霊
蓄
第
十
六
然
図

(
E
P
T
五
二

・二
八
七
〉

図
官
如
愛
書
敢
言
図

(E
P
T
五
三
・
七
二
)

日
甘
露
二
年
八
月
戊
午
朔
丙
成
甲
渠
令
史
斉
敢
言
之
第
十
九
照
長
倣
自
言
嘗
以
令
秋
射
署
功
第
即
石
力
護
湾
矢

口
湾
管
皆
鹿
令
甲
渠
候
漢
彊
守
令
史
旗
門
署
喪
中
矢
敏
子
牒
官
如
霊
書
敢
言
之

(E
P
T
五
三

・
二
ニ
八
)

日
図
口
費
自
言
常
以
令
秋
試
射
署

図
帯
数
子
牒
官
如
愛
書
敢
言
之

(
E
P
T
五
六
・
一
八
一
ニ
)

部
口
口
寅
土
吏
強
品
旅
行
候
事
敢
言
之
愛
書
民
卒
頴
川
郡
長
祉
臨
利
里
山
栄
徳
同
豚
安
卒
里
家
横
告
日
所
篤
官
牧
豪
他

成
夜
値
降
草
中
以
口
行
謹
案
徳
横
口
到
豪
他
尉
辞
推
謹
母
万
刀
木
索
遮
徳
横
皆
置
所
言
官
如
霊
室
田
敢

(
E
P
T
五
七
・
八
五
)



町
図
得
母
有
侵
偲
藷
貸
銭
財
物
以
恵
貿
易
器

図
簿
不
貰
買
衣
一
物
万
剣
衣
物
客
吏
民
所
翠
一
瞬
話(

お

)

日
図
口
里
上
造
張
嘉
高
歳
候
長
居
延
沙
陰
里
上
造
郭
始
不
知
憤
蒸
火
兵
考
不
繋
持
嘉
口
図

図
口
斥
克
官
如
愛
書
敢
言
之

(
E
P
T
五
七
・
九
七
)

(
E
P
T
五
九
・
二
ハ
二
)

日
図
・
・
・
・
・
・
甲
午

図
・
・
・
・
・
・
得
詮
官
如
愛
書
敢
言
之

印
遺
愛
書
自
誼
謹
知
者
李
丹
孫
翻
皆
知
扶
官
如
愛
書

日
図
兵
脅
不
繋
持
案
業
軟
弱
不
任
吏
職
以
令
斥
克
官
如
愛
書
敢

こ
の
ほ
か
左
記
の
簡
は
一
行
自
依
損
部
の
下
端
に
「
官
如
」
と
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

臼
始
建
園
天
鳳
二
年
奈
月
丙
申
朔
戊
成
第
十
候
長
育
敢
言
之
愛
書
第
十
二
照
成
卒
宣
調
嘗
曲
然
図

愛
書
敢
言
之

(
E
P
T
五
九
・
三
四
一
〉

(
E
P
F
二
二
・
五
五
六
)

〈

E
P
F
二
一
一
・
六
八
九
〉

(
E
P
T
五
九
・
五
七
)

-19 -

ま
た
衣
の
簡
は
必
か
ら
類
推
し
て
、
「
官
如
」
の
後
に
「
愛
垂
直
」
と
績
く
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

日
口
西
安
園
里
孫
昌
即
日
病
傷
寒
頭
痛
不
能
飲
食
古
如

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
愛
書
の
本
文
と
剣
断
さ
れ
る
簡
を
集
成
し
た
う
え
で
、

(
E
P
T
五
九
・
一
五
七
〉

つ
ぎ
に
「
官
如
愛
書
」
文
言
以
外
の
特
徴
は
な
い
か
黙
検
し
て

そ
の
内
容
は
放
牧
し
て
い
た
豪
他
(
賂
駁
〉
の
死
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

の
「
敢
言
之
」
に
績
け
て
「
愛
書
」
と
み
え
て
い
る
こ
と
が
注
意
を
ひ
く
。
こ
の
「
愛
書
」
二
字
は
文
脈
の
う
え
か
ら
上
文
に
も
下
丈
に
も
麗

し
え
な
い
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
「
以
下
、
愛
書
」
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
、
愛
昔
一
回
を
書
出
す
際
の
標
題
の
ご
と
き
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い
だ

ろ
う
。
同
様
な
例
は
た
と
え
ば
臼
に
も
見
ら
れ
る
し
、
日
も
零
細
な
断
簡
と
は
い
え
や
は
り
同
類
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
敦
煙
懸
泉
置
祉
か

み
た
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
坊
で
あ
る
。

書
出
し
部
分

325 

ら
出
土
し
た
次
の
一
簡
は
、

「
官
如
霊
書
」
の
書
止
め
の
文
言
と
書
出
し
の
「
愛
書
」
二
字
と
を
併
せ
も
っ
た
完
全
な
例
と
し
て
参
考
に
値
す
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(

幻

)

る。
臼
紳
鶴
二
年
十
一
月
葵
卯
朔
乙
丑
豚
泉
版
佐
康
徳
敢
言
之
愛
書
殿
御
千
乗
里
崎
利
謹
告
田
所
藻
養
俸
馬

一
匹
雄
牡
左
到
入
坐
肥
歯
二
歳
高
H

六
尺

二
寸
口
頭
迭
日
逐
王
来
至
冥
安
病
亡
即
馬

起
張
乃
始
冷
定
雑
診
馬
死
身
完
母
兵
刃
木
索
迩
病
死
審
誼
之
官
如
愛
書
敢
言
之

〈

U

・0

・。-
H
N
)

(
勾
〉

右
の
諸
例
は
い
ず
れ
も
、
愛
蓄
の
書
出
し
に
「
愛
重
百一」
の
二
字
が
冠
せ
ら
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

の

書
出
し
の

「愛
書
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
さ
ら
に
愛
書
の
本
文
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
が
、
以
下
に
列
奉
す
る
筒

で
あ
る
。

日
図
史
一商
敢
言
之
愛
書
部
卒
貌
郡
内
安
定
里
窪
不
職
等
五
人
口
口
口
口
口
倣
創
庭
刺
傷
賦
先
以
誼
不
言
請
出
入
罪
人
僻

図
乃
愛
書
不
職
等
酢
豚
傍
里
年
姓
各
如
牒
不
職
等
酔
臼
倣
質
創
庭
自
刺
傷
皆
誼
所
置
酔
審
官
如

(
A
8
三
・
三
五

乙
箇

一
)
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侃
図
言
之
愛
書
図

(
A
8
四
八
五

・一

O

固
二
九
七
)

U
図
北
部
候
長
賞
敢
言
之
愛
書
燃
長
蓋
之
等
乃
辛
酉
日
出
時

図
長
移
往
来
行
塞
下
者
及
畜
産
皆
母
矯
廃
所
殺
略
者
謹
之
審

(
A
お
三
O
六

園
五
四
三
)

悌
初
元
三
年
九
月
壬
子
朔
辛
巳
令
史
充

敢
言
之
愛
書
図

口
僻
丈
淳
道
帯
皆
躍
令
剖
射
行

候
事
塞
尉
口
図

(
出
土
地
不
明
・
甲
附
二
ハ
・
甲
国
一
八
六
)

ω建
始
元
年
正
月
乙
丑
朔
笑
酉
尉
史
意
敢
言
之
愛
書
図

(
E
P
T
五
二

・
一
九
四〉

m図
候
令
史
湾
敢
言
之
愛
書
口
図

図
射
候
漢
彊
前
令
史
湾
署
蛍
口
図

(
E
P
T
五
三
・
六
九
)

九
建
武
黍
年
十
月
辛
酉
朔
壬
民
主
官
令
史
語
敢
言
之
霊
童
百
一
不
侵
候
長
居
延
中
宿
里
口
業
主
亭
照
表
所
呪
呼
不
繕
治
図

言
之

(
E
P
F
二
二
・
七
O
O〉



こ
の
中
で
最
後
の
九
は
、
業
と
い
う
名
の
人
物
の
職
務
不
適
任
を
指
摘
し
た
黙
で
先
の
但
と
共
通
し
て
お
り
、
雨
簡
は
何
ら
か
の
関
連
性
を

も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
印
は
、
李
丹
・
孫
翻
と
い
う
二
人
の
人
名
を
も
と
に

η
建
武
四
年
三
月
壬
午
朔
己
亥
寓
歳
侯
長
憲
敢
言
之
官
記
日
第
一
一
照
長
秦
恭
時
之
倶
起
照

取
鼓
一
持
之
呑
遠
黙
李
丹
孫
調
査
知
朕
験
問
具
言
前
言
朕
・
今
謹
召
恭
詣
治
所
験

と
い
う
簡
と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
こ
こ
に
み
え
る
秦
恭
と
い
う
人
名
と
「
鼓
」
に
関
係
す
る
記
述
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
一
連
の
簡
と
関
連

(
E
P
F
二
二
・
三
二
九
)

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ね
建
武
四
年
三
月
壬
午
朔
丁
酉
寓
歳
候
長
憲
口
図

照
・
謹
召
恭
詰
治
所
先
以
誼
豚
官
城
棲
守
衛
図

(
E
P
F
二
二
・
三
二
八
)

九
而
不
更
言
請
辞
所
出
入
罪
反
罪
之
律
排
告
乃
愛
書
験
問
恭
酔
日
上
造
居
延
臨
仁
里
年
廿
八
歳

姓
秦
氏
往
十
儀
歳
父
母
皆
死
輿
男
同
産
兄
良
異
居
以
更
始
三
年
五
月
中
除
鴛
甲
渠
呑
遠
照
長

(
E
P
F
一
一
一
一
・
三
三
O
)

- 21ー

百
代
成
則
恭
属
尉
朱
卿
候
長
王
恭
即
秦
恭
到
隊
小
規
事
珠
山
有
鼓
一
受
助
吏
時
向
鼓
常
牒
鳴
戸
内

東
壁
尉
卿
使
諸
吏
旦
夕
撃
鼓
積
二
歳
尉
罷
去
候
長
恭
斥
克
鼓
在
黙
恭
以
建
武
三
年
八
月
中

(
E
P
F
一一一一・一一一一一一一)

河
図
・・
・
・
・
・
皆
知
朕
恭
不
服
取
鼓
愛
書

竹
徒
補
第
一
一
照
長
至
今
年
二
月
中
女
子
斉
遁
耐
自
言
責
恭
鼓
一
恭
覗
事
積
三
歳
通
耐
夫
首
未

口
口
口
口
鼓
口
将
尉
卿
使
執
胡
黙
長
李
丹
持
嘗
照
鼓
詰
尉
治
所
恭
本
不
見
丹
持
鼓
詣
呑

(
E
P
F
二
二
・
一
二
三
一
一
〉

(
E
P
F
二
二
・
六
九
四
)

全
瞳
を
通
じ
て
、
爆
黙
に
備
え
ら
れ
た
太
鼓
の
行
方
に
つ
い
て
黙
長
の
秦
恭
を
験
問
す
る
内
容
で
、
護
掘
筒
報
に
い
う
「
照
長
失
鼓
」
簡
加
に

該
嘗
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

残
念
な
が
ら
数
枚
が
歓
落
し
て
い
る
ら
し
く
、
完
全
な
逼
穣
は
望
み
難
い
。
た
だ
、
九
の
文
言
が

「
候
莱
君
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加
書
」
の

B
文
書
(
前
章
@
部
分
)
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
の
一
連
の
簡
が
秦
恭
の
自
誼
愛
書
を
中
心
と
し
た
一
括
文
書
を
構
成

し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。



し
ま
う
愛
書
の
断
簡
が
存
在
す
る
可
能
性
も
、

以
上
、
二
つ
の
規
準
に
も
と
ずつ
い
て
、
愛
書
の
本
文
と
判
断
さ
れ
る
筒
胞
の
集
成
を
試
み
た
。
こ
の
ほ
か
に
い
ず
れ
の
規
準
か
ら
も
外
れ
て

(

何

日

)

む
ろ
ん
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
今
は
ひ
と
ま
ず
確
か
な
指
標
を
も
っ
前
掲
の
諸
簡
の
み
を
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愛
書
と
認
定
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
そ
の
う
え
で
衣
に
、

い
さ
さ
か
の
検
謹
を
行
な
っ
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章
で
列
奉
し
た

1
1
W

類
の
愛
書
の
呼
穏
と
、
右
に
集
成
し
た
愛
書
本
文
の
内
容
と
が
封
雁
す
る
か
ど
う
か
、
確
か
め
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
も
し
雨
者
に

一
定
の
劉
際
関
係
が
見
出
せ
た
な
ら
ば
、
先
に
集
成
し
た
諸
筒
、
が
愛
書
の
本
文
で
あ
る
蓋
然
性
は
レ
っ
そ
う
高
め
ら
れ
た
と
み
て
よ
レ
だ
ろ

う

自
誼
愛
書

自
己
に
か
け
ら
れ
た
嫌
疑
等
に
つ
い
て
樺
明
・
謹
言
す
る
愛
書
。
そ
の
代
表
例
は
先
述
し
た
「
候
莱
君
加
書
」
の

B
文
書

九
を
含
む
「
時
間
長
失
鼓
筒
加
」
の
諸
簡
や
臼
な
ど
も
ま

た
自
誼
愛
書
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
臼
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

「
詮
不
言
請
律
」
の
申
し
聞
か
せ
が
こ
の
類
の
特
徴
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

で
あ
る
が

に
つ
い
て
。
ま
ず

「事
買
を
謹
言
せ
ず
供
述
に
出
入
り
が
あ
り
:
:
:
ι
(
と
い
う
謹
不
言
請
律
を
申
し
聞
か
せ
て
か
ら
)
、

(
に
よ
っ
て
験
問
し
ま
し
た
)
。
供
述
し
た
鯨

・
爵

・
里
・
年
齢

・
姓
は
各
々
別
加
の
通
り
。
不
職
ら
が
供
述
す
る
に
は
、
倣
は
賓
の
と
こ

不
職
ら
を
愛
書

- 22ー

:
・
史
の
一
商
が
申
し
上
げ
ま
す
σ

愛
書
。
郭
卒
の
貌
郡
内
(
『
門
賞
豚
か
)
安
定
里
の
塞
不
職
ら
五
人
が
:
:
:
散
の
創
が
抜
け
て
傷
つ
い
た
件

ろ
創
が
抜
け
て
自
ら
傷
つ
い
た
と
の
こ
と
。
み
な
陳
述
に
僑
り
な
き
む
ね
註
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
〈
愛
書
と
い
た
し
ま
す
)
。

「
牽
」
は

(

但

)

「誼
」
と
同
じ
く
保
誼
の
請
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
吏
卒
相
牽
誼
任
愛
書
と
は
、
複
数
の
吏
卒
が
連
帯
責
任
に
お
い
て
保
護
し
た
愛
書
と
い
う

E 

吏
卒
相
牽
誼
任
愛
書

ま
た
二
行
自
の

「髪
室
田
」
の
下
に
は

「験
問
」
の
字
が
脱
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(ω) 

あ
る
事
件
に
闘
し
て
複
数
者
が
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
。

「牽
引
」

と
も
熟
し
、

ま
た

「任」

は

原
文
の

「創
庭
」
と
は

「剣
挺
」
、

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
本
文
に
あ
た
る
確
買
な
例
は
集
成
し
た
中
に
は
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
関
連
す
る
簡
が
別
に
存
在
す
る
こ
と
、
第

五
章
で
言
及
す
る
。

m出

秋
射
愛
書

秋
射
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
候
黙
の
吏
に
諜
せ
ら
れ
る
湾
の
射
撃
テ
ス
ト
。

し
た
が
っ
て
、

「
秋
射
」

「射」

「乱
用
ハ
ま



と
ど

と
い
っ
た
語
の
み
え
る
叫

4
M
目
印
河
な
ど
の
簡
が
秋
射
愛
書
と
剣
断
で
き
る
。

こ
こ
ろ
み
に
山
崎
を
均
一
押
す
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
な
ろ

う

甘
露
二
年
(
前
五
二
)
八
月
戊
午
朔
丙
氏
(
二
九
日
)
、
甲
渠
候
官
の
令
史
の
斉
が
申
し
上
げ
ま
す
。

第
十
九
照
長
の
倣
が
、

令
の
規
定
に

よ
り
秋
射
を
行
な
い
功
労
を
記
録
し
て
ほ
し
い
と
自
ら
申
請
し
て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
石
力
の
護
湾
に
よ
り
、
矢
口
湾
管
(
警
の
腕
木
)
は

み
な
令
の
規
定
に
合
致
し
て
い
ま
す
。
甲
渠
候
の
漢
彊
と
令
史
心
得
の
湾
と
が
、
命
中
し
た
矢
の
数
を
別
加
に
記
し
ま
し
た
。
以
上
、
愛

書
と
い
た
し
ま
す
。

N 

病
死
(
病
診
〉
愛
書

候
燃
に
屯
成
す
る
成
卒
の
病
死
に
関
す
る
愛
書
。

「病」

「
飲
薬
」

「
不
倫
ハ
癒
)
」
な
ど
の
語
の
み
え
る
必
釘

臼
な
ど
が
、
こ
れ
に
一
該
嘗
す
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
訂
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

-
:
嘗
塗
里
の
公
乗

・
王
同
は
そ
の
日
、
頭
痛
を
う
っ
た
え
寒
け
と
熱
が
あ
り
ま
し
た
。

小
生
は
同
に
黙
:
:
:
を
輿
え
(
?
)
、
(
同
は
)

- 23ー

薬
を
二
十
錠
飲
み
ま
し
た
が
治
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
上
、
愛
書
と
い
た
し
ま
す
。

V 

死
馬
愛
書

候
照
所
属
の
馬
匹
の
死
に
つ
い
て
の
愛
書
で
あ
ろ
う
。
参
考
例
と
し
て
あ
げ
た
臼
の
敦
埠
漢
簡
が
こ
れ
に
あ
た
る
が
、
集

団
は
左
記
の
よ
う
に
馬
な
ら
ぬ
路
駐
の
病
死
に
か
か
わ
る
愛
書
で
あ
り
、
こ
の
類

成
し
た
居
延
漢
簡
の
中
に
は
例
が
見
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、

型
の
一
揖
種
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

:
:
:
寅
、
士
吏
の
強
が
候
の
職
務
を
粂
任
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。
愛
書
。
成
卒
の
頴
川
郡
長
社
牒
臨
利
里
の
楽
徳
と
同
勝
安
卒
里
の
家
横

と
が
報
告
す
る
に
は
、
「
候
官
の
た
め
に
放
牧
し
て
い
た
賂
駐
が
屯
成
に
あ
た
っ
た
夜
、
草
中
に
倒
れ
伏
し
た
ま
ま
動
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
口
行
(
?
)
い
た
し
ま
し
た
」
と
。
考
え
ま
す
に
、

徳

・
横
が
賂
駐
を
口
到
(
?
)
し
、

万
傷
や
絞
績
の
痕
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
も
績
も
謹
言
し
て
お
り
ま
す
む
以
上
、
愛
書
と
い
た
し
ま
す
。

尉
が
と
り
し
ら
べ
ま
し
た
が
、
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呼
稽
か
ら
す
る
と
吏
卒
の
傷
筈
事
件
に
関
す
る
愛
書
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
内
容
を
も
っ
た
確
買
な
例
は
な
い
。

(
M
M
〉

強
い
て
あ
げ
る
な
ら
ば
必
が
近
い
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
も
と
よ
り
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

VI 

図
殴
殺
愛
書
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VIl 

貰
買
愛
書

衣
服
・
財
物
な
ど
の
掛
け
貰
り
に
関
係
す
る
愛
量
一
一
日
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
内
容
は
い
さ
さ
か
剣
然
と
し
な
い

、
も
の
の

「
貰
買
」
の
語
の
み
え
る
引
が
こ
れ
に
一
該
嘗
す
る
と
思
わ
れ
る
。

残
っ
た
簡
の
う
ち
、

も
、
た
と
え
ば
印
日
九
町
な
ど
は
内
容
が

l
i
w類
の
ど
れ
に
も
一
該
嘗
し
な
い
1
|
つ
ま
り
蛍
時
の
呼
稽
が
未
詳
の
|
|
霊
書
で
あ
る
。
こ
の

日
白
山
山
の
よ
う
な
極
端
な
断
簡
が
分
類
不
可
能
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

一方、

比
較
的
長
女
の
簡
で
あ
っ
て

う
ち
前
三
者
は
官
吏
の
職
務
不
適
任
を
理
由
に
斥
克
(
罷
菟
)
を
求
め
る
内
容
で
、

偲
に
名
づ
け
る
な
ら
ば

「
斥
克
愛
書
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
ょ
う
。
ま
た
町
は
、
胡
虜
に
よ
る
人
畜
の
被
害
な
き
む
ね
を
記
し
た
愛
書
で
、
迩
候
の
結
果
を
報
告
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
参
考
ま
で

に
日
を
詳
し
て
お
く
。

ゆ
だ
め

・
:
:
里
の
上
造

・
張
嘉
な
ら
び
に
高
歳
候
長
の
居
延
鯨
沙
陰
里
の
上
造
・
郭
始
は
、
蜂
火
の
諒
解
を
知
ら
ず
、
武
器
の
湾
は
弓
矯
を
附
け

て
保
管
さ
れ
て
い
な
い
。
意
:
:
:
斥
克
(
せ
ら
れ
た
し
?
)
。
以
上
、
愛
書
と
い
た
し
ま
す
。

- 24ー

こ
の
よ
う
に
、
本
章
で
集
成
し
た
簡
般
の
内
容
は
、
第
一
章
で
分
類
し
た
愛
書
の
呼
稿
と
一
定
の
封
麿
閥
係
を
示
す
。
と
い
う
こ
と
は
す
な

わ
ち
、
右
に
列
奉
し
た
諸
衡
が
霊
童
聞
の
本
文
で
あ
る
蓋
然
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
昂
一
A

室
田
本
文
を
集
成
し
て
「
何
が
霊
書

で
あ
る
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
は
、
以
上
を
も
っ
て

一
躍
の
結
論
が
出
た
も
の
と
思
う
。
そ
こ
で
決
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
認
識
に
も
と
づ

い
て
、
愛
蓄
の
機
能
の
検
討
、

つ
ま
り
「
愛
書
と
は
何
で
あ
る
か
」
を
解
明
す
る
作
業
に
移
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
も
う
一
つ
、
霊
書

に
闘
す
る
大
庭
倫
氏
の
先
駆
的
研
究
と
私
見
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
と
く
に
一
章
を
さ
い
て
論
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

本
稿
と
同
じ
く
居
延
漢
衡
を
主
た
る
素
材
と
し
つ
つ
も
、
大
庭
論
文
で
は
私
見
と
全
く
異
な
る
種
類
の
筒
臆
が
霊
書
の
質
例
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

四

「
自
言
」
簡
の
問
題

(

お

)

大
庭
論
文
が
愛
書
|
|
と
り
わ
け
自
謹
愛
書
|
|
の
貫
例
と
し
て
あ
げ
る
の
は
次
の
簡
で
あ
る
。



市
尉
史
李
鳳

白
言
故
篤
居
延
高
亭
=
長
三
年
十
二
月
中
途
詔
獄
霞

燦
得
便
従
居
延
迎
銭
守
丞
景
臨
取
四
年
正

月
奉
銭
六
百
至
二
月
中
従
庫
令
史
制
御
忠
取
二
月
奉
不

重
得
正
月
奉
今
庫
嫁
厳
復
留
鳳
九
月
奉
銭

不
嘗
留
庫
護
所
言

(
A
8
一
七
八
・
三
O

園
二
九
O
〉

こ
れ
は
俸
給
の
二
重
取
り
を
理
由
に
摩
擦
か
ら
奉
銭
の
支
梯
い
を
停
止
さ
れ
た
尉
史
の
李
鳳
が
、
そ
の
慮
分
の
不
嘗
な
こ
と
を
訴
え
た
文
書

で
、
大
庭
氏
の
言
う
通
り
「
い
わ
ば
俸
給
支
排
停
止
慮
分
撤
回
申
請
書
」
で
あ
る
。
氏
が
こ
れ
を
自
謹
愛
書
と
み
な
す
理
由
は
、
「
図
皆
不
服

愛
書
自
謹
書
到
如
律
令
」

(
後
掲
附
)
な
ど
の
簡
に
み
え
る
「
不
服
愛
書
自
謹
」
と
い
う
文
言
に
あ
る
。

こ
の
文
言
は
「
何
か

氏
に
よ
れ
ば

に
承
服
せ
ず
、
愛
書
を
も
っ
て
自
ら
謹
し
た
こ
と
」
を
意
味
す
る
。
言
い
か
え
れ
ば
自
詮
愛
書
と
は
、
何
か
に
承
服
せ
ず
自
ら
謹
言
す
る
た
め

し
た
が
っ
て
、

「
官
の
俸
給
支
排
停
止
慮
分
を
『
不
服
』
と
し
、

『
自
己
の
主
張
を
謹
言
』
し
た
」
右

の
祁
簡
は
、

の
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
さ
し
く
自
誼
愛
書
の
「
恰
好
の
一
筒
」
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

「
簡
文
に
『
自
言
』
の
句
が
あ
る
こ
と
」
と
「
簡
の

- 25-

し
か
し
、
こ
れ
は
愛
書
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
市
の
特
徴
は
大
庭
氏
も
指
摘
す
る
通
り
、

形
態
が
名
前
を
中
央
に
大
き
く
書
き
、
空
一
格
を
へ
だ
て
て
細
字
で
言
い
分
を
書
い
て
い
る
こ
と
」
に
あ
る
。
そ
こ
で
検
討
の
た
め
、
同
じ
特
徴

を
も
っ
た
簡
を
衣
に
列
奉
し
て
み
よ
う
。

81 80 79 
図 図三
秋 岡樵
里妄黙
孟 徐長
墾宗怪
奇示

回
呑
遠
黙
卒
夏
牧

お
甲
渠
卒
予
放
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制
窮
虜
照
長
陳
信

自
言
故
覇
胡
亭
長
寧
就
舎
銭
二
千
三
百
品
川
敷
責
不
可
得

(
A
8
三
・
囚

園
五
二
七
〉

自
言
責
故
三
泉
亭
長
石
延
需
要
銭
少
二
百
八
十
数
責
不
可
得

自
言
嘗
責
甲
渠
候
官
尉
史
王
子
卒
口
口
図

(
A
8
三
・
六

園
五
六
九
〉

(
A
8
一
五
八
・
三

園
一
九
一
)

自
言
責
代
胡
照
長
張
赦
=
之
=
買
牧
鎌
一
丈
直
銭
三
百
六
十(

A
8
一
一
一
七
・
一
五
、
二
一
七
・
一
九

闘
五
二
二
、
五
一
九
)

自
言
責
市
陽
里
董
子
蓑
馬
辞
君
図

(
A
8
一
一
六
一
・
四

園
四
四
四
)

自
言
責
肩
水
図

(
A
8
四
四
・
二
二

国
一
五
八
)
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お
口
迩
第
四
十
一
南
陽
武
口
調佳
陵
里
口
桂
字
子
見

自
言
二
年
一
月
中
貰
買
図

(
A
8
一九
0
・
二
一

圏
三
二
一
〉

お
ま
で
は
大
庭
論
文
に
市
の
類
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
簡
で
あ
る
。
さ
ら
に
居
延
七
三
・
七
四
年
簡
か
ら
確
買
と
思
わ
れ
る
例
を
拾
う
と
、
衣

の
七
簡
が
得
ら
れ
る
。

回
都
卒
予
賞

-
自
言
責
一
第
廿
一
一
照
徐
勝
之
長
橋
銭
少
二
千

ハE
P
T
五
一
・
八
)

釘
司
馬
令
史
騰
謹

自
言
責
甲
渠
照
長
飽
小
叔
負
語
食
粟
三
石
今
見
震
甲
渠

照
長

(
E
P
T
五
一
・
七
O
)

叩
武
賢
燃
長
鄭
武

自
言
貰
買
白
紬
嬬
一
領
直
千
五
百
交
銭
五
百
・
九
井
直
二
千
図

・
自
言
矯
居
延
嘗
黙
図

車
衣
銭
七
百
数
責
図

自
言
負
故
不
侵
候
長
徐
輔
六
百
口
図

(
E
P
T
五
一
・
三
O
二
)

ω
∞
第
廿
五
照
卒
唐
惹

的
制
虜
照
長
徐
厳
居
延

(
E
P
T
五
一
・
四
六
九
)

引
品
川
井
第
二
虚
卒
南
陽
杜
街
鍾
耐

自
言
責
塞
尉
富
駿
子
男
長
図

(
E
P
T
五
二
・
一
二
八
)
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(
E
P
T
五
二
・
=
ニ
ハ
)

白
石
燃
珠
山
卒
張
雲
陽

ロ
自
言
責
甲
渠
憶
虜
照
長

(
E
P
T
五
二
・
四
八
七
)

い
ず
れ
も
候
照
の
吏
卒
が
「
自
ら
言
う
」
形
式
を
と
り
、

そ
の
内
容
は
「
責
」
や
「
負
」
つ
ま
り
債
権
・
債
務
に
関
す
る
も
の
が
多
く
を
占
め

る
。
大
庭
氏
の
基
準
に
よ
れ
ば
右
の
諸
簡
が
自
謹
愛
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

し
か
し
こ
れ
ら
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
自
誼
愛
書
と

み
な
す
に
は
次
の
よ
う
な
難
貼
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
確
寅
な
自
誼
愛
書
の
例
と
し
て
先
に
あ
げ
た
「
候
粟
君
加
書
」
の

B
文
書
と
の
聞
に
、
書
式
上
の
共
、
通
性
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ

を
と
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、

と
。
と
り
わ
け

B
文
書
が
公
文
書
の
瞳
例
に
も
れ
ず
年
月
日
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い
る
の
に
糾
問
し
て
、
右
の
諸
簡
に
は
一
つ
と
し
て
こ
の
形
式

花
以
下
の
簡
が
愛
書
の
ご
と
き
公
文
書
と
は
別
個
の
場
で
機
能
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



第
二
に
、

刊
ゆ
を
除
い
た
他
の
簡
に
「
誼
所
言
」
と
結
ぶ
も
の
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
。
先
述
の
通
り
、
大
庭
氏
が
沌
を
自
詮
愛
書
と
認
定
し
た

理
由
の
一
つ
が
、

こ
の
「
誼
所
言
(
言
う
と
こ
ろ
を
設
す
)
」
文
言
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

そ
の
類
例
と
し
て
選
び
出
さ
れ
た
他
の
諸
簡
を
み

る
と
、

乃
加
担
の
よ
う
な
末
尾
が
完
全
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、

こ
の
文
言
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
す
な
わ

ち
、
右
に
あ
げ
た
類
の
文
書
に
と
っ
て
「
誼
所
言
」
文
言
を
も
つ
こ
と
は
不
可
依
の
傑
件
で
は
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
書
が

果
た
す
役
割
は
「
自
謹
」
と
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
推
測
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

で
は
、
こ
れ
ら
は
自
誼
霊
童
国
で
な
い
と
し
た
ら
何
な
の
か
。
私
は
そ
れ
を
「
自
言
」
と
い
う
一
種
の
申
立
書
・
申
請
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
根
媛
は
次
の
よ
う
な
簡
に
あ
る
。

幻
図
候
長
湯
敢
言
之
謹
移
自
言
各
如
牒
唯
官
母
予

(
A
8
一六
O

園
五
二
二
〉

川
四
元
延
元
年
十
月
甲
午
朔
戊
午
嚢
佑
守
候
護
移
肩
水
域
官
吏
自
言
責
畜
夫
後
長
如
牒
書
到

験
問
牧
責
報
如
律
令

(
A
泊
五
O
六
・
九
A

圏
八

O)
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水
肩
塞
尉
印

十

月

壬

戊

卒

周

卒

以

来

佐

相

目
別
元
延
二
年
二
月
葵
巴
朔
甲
辰
玉
門
閥
候
臨
丞
猛
嫁
故
穀
移
自
言
六
事
室
田
到
願
令
史
験
問
牧
責
以

El 

(同
B

甲
圏
一
四
九
〉

銭
興
士
吏
程
巌
報
如
律
令

(
鈍
)

最
後
の
例
は
敦
煙
懸
泉
置
祉
の
出
土
簡
で
あ
る
。
「
謹
み
て
自
言
を
移
す
こ
と
各
々
牒
の
如
し
」
「
肩
水
域
官
の
吏
に
、
自
言
も
て
音
夫
鐙
長

に
責
す
る
を
移
す
こ
と
牒
の
如
し
」
「
自
言
六
事
を
移
す
」
な
ど
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
は
い
ず
れ
も
「
自
言
」
を
逸
る
さ
い
に

添
え
ら
れ
た
迭
達
文
書
(
迭
り
扶
)
で
あ
り
、
嘗
時
「
自
言
」
と
呼
ば
れ
る
文
書
が
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
さ
ら
に
も
う
一
例
、
左
の
よ
う

な
簡
を
附
け
加
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

333 

%
図
等
自
言
責
亭
長
董
子
瀞
等
各
如
牒
移
居
延
・
一
事
一
封

五
月
戊
子
尉
史
彊
封

(
A
8
一
五
七
・
一
七

圏
一
二
六
二
〉
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こ
れ
は
負
債
の
返
済
を
求
め
る
「
自
言
」
を
迭
っ
た
こ
と
を
示
す
護
信
日
簿
で
あ
る
。

よ
っ
て
私
は
、
私
人
が
官
に
劃
し
て
申
し
立
て
・
申
請
す
る
行
魚
を
「
自
言
」
と
い
い
、

(
お
)

言
」
と
稽
し
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
車
濁
で
公
的
機
闘
を
往
来
す
る
文
書
で
は
な
い
か
ら
、
必
ず
し
も
冒
頭
に
年
月
日
を
具
備
し
て
い
る
必
要

ま
た

そ
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
文
書
を
「
自

は
な
い
し

つ
ね
に
「
言
う
所
を
詮
す
」
必
要
も
な
か
っ
た
。
先
の
沌
j
m
出
簡
は
す
べ
て
、

こ
の
「
自
言
」
に
相
蛍
す
る
簡
な
の
で
あ
り
、
自
誼
愛
書
で
は
な
い
。
花
が
他
に
較
べ
て
書
法
謹
槽
か
つ
異
例
の
長
文
で
あ
る
の
は
、
申
し
立

ま
た
、
申
し
立
て

・
申
請
が
目
的
で
あ
る
以
上

て
の
内
容
が
混
み
入

っ
て
い
る
こ
と
と
、
申
し
立
て
の
主
憧
が
尉
史
と
い
う
書
記
官
で
あ
る
こ
と
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う。

「自
言
」
は
愛
書
と
全
く
無
関
係
な
わ
け
で
は
な
い
。
前
掲
の
「
自
言
」
関
係
諸
簡
を
検
討
す
る
と
、

に
愛
蓄
の
機
能
を
解
明
す
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、

し
か
し
な
が
ら

は
か
ら
ず
も
そ
こ

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

「
自
言
」
に
よ
っ
て
貸
金
の
返
還
請
求
が
な
さ
れ
た
場
合
、
捨
嘗
官
吏
と
債
務
者
と
が
ど
う
劃
臆
す
る
の
か
と
い
う
貼
に
か
か
わ
る
。
も
う
一

わ
れ
わ
れ
は
気
づ
く
の
で
あ
る
。

元
延
元
年
(
前
一
二
〉
十
月
甲
午
朔
戊
午
(
二
五
日
)
、

要
佑
侯
心
得
の
護
が
、

に
借
財
の
返
済
を
求
め
た
自
言
を
送
る
こ
と
別
加
の
通
り
。
こ
の
、
途
り
肢
が
届
い
た
な
ら
ば
、

肩
水
域
官
(
肩
水
都
尉
府
〉
の
吏
に
あ
て
て
、
車
田
中
大
の
挫
長

- 28ー

度
、
先
の
三
通
の
迭
達
文
書
を
見
た
い
。
ま
ず
川
出
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

(
酷
半
長
を
)
験
問
し
て
貸
金
を
回
牧
し
、

(
結
果
を
)
報
告
さ
れ
た
し
。
律
令
の
如
く
せ
よ
。

で 背
あ 面
る Uこ
が話's1j
、)筆

い で
ず
れ

せ
よ

「
水
肩
塞
尉
印
」

つ
ま
り

「
肩
水
塞
尉
(
候
官
の
尉
)
の
印
で
封
誠
さ
れ
て
い
た
」
と
控
除
え
の
あ
る
黙
が
少
し
く
解
し
難
い
の

A
お
す
な
わ
ち
肩
水
都
尉
府
祉
の
出
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
候
官
か
ら
都
尉
府
に
あ
て
て
、
途
ら
れ
た
「
自

言
」
の
、
途
り
肢
と
み
て
間
違
い
な
い
。
%
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
内
容
で
あ
る
。

元
延
二
年
(
前

一一

〉
二
月
葵
巳
朔
甲
辰
(
一
一
一
日
)
、

玉
門
閥
候
の
臨
、

丞
の
猛
、

擦
の
故
穀
が
自
言
六
件
を
迭
る
。

」
の
迭
り
肢
が
届

い
た
な
ら
ば
、
令
史
に
依
頼
し
て
(
該
嘗
者
を
)
験
問
し
貸
金
を
回
牧
さ
せ
、

そ
の
銭
を
土
吏
の
程
巌
に
渡
し
て
(
結
果
を
)
報
告
さ
れ

た
し
。
律
令
の
如
く
せ
よ
。



某
候
長
の
湯
が
申
し
上
げ
ま
す
e

こ
こ
で
は
玉
門
聞
か
ら
懸
泉
置
に
あ
て
て
「
自
一
言
」
六
通
が
迭
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

幻
は
断
簡
で
あ
る
が
、
残
存
部
分
は

つ
つ
し
ん
で
自
言
を
遺
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
別
加
の
通
り
。
取
扱
い
は
候
官
に
一
任
い
た
し
ま
す
。

と
誇
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
候
か
ら
侯
官
へ
迭
附
さ
れ
た

「
自
言
」
の
、途
達
文
書
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
自
言
」
の
迭
り
先
が
、
返
済
請
求
の
針
象
と
な
る
人
物
の
在
貫
・
在
職
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
に

は
、
弘
田
の
よ
う
に
「
験
問
牧
責
」
つ
ま
り
「
取
調
べ
て
貸
財
を
回
牧
せ
よ
」
と
の
指
示
な
い
し
依
頼
が
伴
っ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
よ
う
な
「
自
言
」
と
迭
達
文
書
と
を
受
取
っ
た
機
関
で
は
早
速
、
自
ら
一
該
賞
者
を
験
問
し
て
取
立
て
を
行
な
う
か
、
あ
る
い
は
該
賞
者
が
直

接
所
麗
す
る
下
部
の
機
関
に
あ
て
て
指
示
を
出
す
か
の
針
麿
を
と
っ
た
に
相
違
な
い
。
次
の
簡
が
そ
の
例
で
あ
る
。

肝
官
告
第
四
候
長
徐
卿
郭
卒

図
百
記
到
持
由
三
月
奉

周
利
自
言
嘗
責
第
七
照
長
季
由

銭
詣
官
舎
月
三
日
有

候
官
よ
り
第
四
侯
長
の
徐
卿
に
告
ぐ
。
部
卒
の
周
利
が
第
七
照
長
の
季
由
に
:
:
:
百
の
貸
し
が
あ
る
と
申
し
立
て
て
い
る
。
こ
の
記
が
届

い
た
な
ら
ば
、
季
由
の
三
月
の
俸
銭
を
も
っ
て
候
官
に
出
頭
せ
よ
。
月
の
一
一
一
日
に
集
合
。

(
A
8
二
八
五
・
一
二

岡
三
七
一
)

- 29ー

「
官
」
と
は
甲
渠
候
官
、
都
卒
と
は
候
官
所
属
の
成
卒
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
甲
渠
候
官
|
第
四
候
|
第
七
黙
と
い
う
統
属
関
係
を
念
頭
に

「
自
言
」
を
受
け
た
候
官
は
、
第
七
照
を
統
轄
す
る
第
四
侯
に
劃
し
て

置
け
ば
理
解
し
や
す
い
。
債
務
者
の
季
由
が
第
七
回
照
長
で
あ
る
た
め
、

悌
官
告
呑
遠
侯
長
黛
不
侵
部

貸
金
回
牧
の
指
示
を
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
も
う
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。

卒
宋
高
等
自
言
治
壌
亭
嘗
得

鹿
食
記
到
康
高
等
母
令

教

自
言
有

(
E
P
T
五
一
-
一
二
三
A〉
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置
馳
呑
遠
候
長
黛

侯
官
よ
り
呑
遠
候
長
の
黛
に
告
ぐ
。
不
侵
部
の
卒
の
宋
寓
ら
が
、
壊
れ
た
亭
の
修
理
に
あ
た
っ
て
は
現
地
で
食
糧
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

(同
B
)
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は
ず
だ
と
申
し
立
て
て
い
る
。
こ
の
記
が
届
い
た
な
ら
ば
、
宋
高
ら
に
食
糧
を
支
給
せ
よ
。

(
今
回
の
よ
う
に
)
申
し
立
て
さ
せ
る
こ
と

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

(
表
面
)

騨
馬
使
扱
い
。
呑
遠
候
長
黛
あ
て
。

(
背
面
)

こ
の
場
合
は
貸
財
の
取
立
て
で
は
な
く
康
食
の
願
い
出
で
あ
る
が
、
「
自
言
」
を
受
け
た
候
官
か
ら
携
嘗
機
関
に
あ
て
て
指
示
が
出
さ
れ
て
い

る
黙
で
は

W
と
共
通
す
る
。
な
お
肝
mm
の
文
末
に
み
え
る
「
有
」
な
い
し
「
有
数
」
の
文
字
は
、

(
幻
〉

文
書
に
特
有
の
書
式
で
あ
る
。

「
記
」
あ
る
い
は
「
数
」
と
呼
ば
れ
る
下
達

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
指
示
を
受
け
た
機
闘
で
は
、
首
然
の
こ
と
な
が
ら
債
務
者
を
験
問
し
て
貸
財
の
回
牧
に
つ
と
め
た
。
そ
し
て
た
と
え
ば

引
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
回
牧
し
た
金
銭
を
侯
か
ら
候
官
へ
持
参
す
る
こ
と
に
な
る
。
併
で
は
請
求
者
が
候
官
所
属
の
成
卒
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

段
階
で
決
着
が
つ
く
け
れ
ど
も
、
も
し
そ
れ
が
他
の
候
官
な
い
し
上
級
の
都
尉
府
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
時
貼
で
さ
ら
に
一

卯
図
口
二
年
二
月
丁
酉
朔
丁
卯
甲
渠
都
候
護
敢
言
之
府
書
自
治
渠
卒
買

図
口
自
言
責
照
長
孫
宗
等
衣
物
銭
九
八
牒
直
鏡
五
千
一
百
謹
牧
得

:
二
年
二
月
丁
酉
朔
丁
卯
(
三
十
日
)
、
甲
渠
都
候
の
護
が
申
上
げ
ま
す
。
都
尉
府
か
ら
の
書
に
「
治
渠
の
卒
の
買
;
:
:
が
燃
長
の
孫
宗

- 30ー

通
の
文
書
が
作
成
さ
れ
一
該
嘗
機
関
に
迭
達
さ
れ
た
。
次
の
よ
う
な
報
告
書
が
そ
れ
で
あ
る
。

(
E
P
T
五
二
・
一
一

O
)

ら
に
衣
物
の
代
金
あ
わ
せ
て
五
千
百
銭
、
別
加
入
枚
の
通
り
を
貸
し
て
い
る
む
ね
申
し
立
て
が
あ
っ
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。

(
そ
こ
で
そ

の
銭
を
)
つ
つ
し
ん
で
回
牧
い
た
し
ま
し
た
。

文
中
に
引
く
「
府
書
」

の
内
容
に
は
、

お
そ
ら
く
「
験
問
牧
責
」

と
い
う
指
示
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
も
う
一

例
川
一
凶
月

自
言
責
士
吏
孫
猛
脂
銭
百
廿
・
謹
験
問
土
吏
孫
猛
解
服
負
己
牧
得
猛
鏡
百
廿

A 

(
E
P
T
五
二
・
二
一
)

:
・
土
吏
の
孫
猛
に
脂
の
代
金
と
し
て
百
二
十
銭
の
貸
し
が
あ
る
む
ね
申
し
立
て
が
あ
っ
た
(
と
上
級
機
聞
か
ら
の
文
書
に
は
あ
り
ま
し



た
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つ
つ
し
ん
で
土
吏
の
孫
猛
を
取
調
べ
た
と
こ
ろ
、
負
債
の
事
買
を
認
め
た
の
で
、
猛
か
ら
百
二
十
銭
を
回
牧
い
た
し
ま
し
た
。

「
負
」
は
「
責
」
の
反
封
語
で
債
務
の
調
。

ω川
と
も
に
、
仰
や
回
に
み
え
る
よ
う
な
「
験
問
・
牧
責
し
て

と
い
う
簡
も
同
類
と
思
わ
れ
る
。

報
ぜ
よ
」
と
の
指
示
に
腰
じ
た
報
告
書
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
二
例
は
ど
ち
ら
も
首
尾
よ
く
借
財
を
回
牧
し
得
た
場
合
で
あ
る
が
、

し
か
し
一
方
で
は
債
務
者
(
と
目
さ
れ
た
者
)
が
抗

縛
し
て
取
立
て
に
同
意
し
な
い
ケ

1
ス
も
嘗
然
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

る。

衣
の
報
告
書
は
断
簡
な
が
ら

そ
の
よ
う
な
事
貫
を
停
え
る
例
で
あ

川
建
始
元
年
九
月
辛
酉
朔
庚
午
口
図

官
令
珍
北
候
官
牧
責
不
服
負
図

建
始
元
年
(
前
一
ニ
二
)
九
月
辛
酉
朔
庚
午
(
十
日
)
:
:
:
侯
官
は
珍
北
候
官
に
貸
財
団
牧
を
指
示
す
る
も
、

〈

E
P
T
五
二
・
四
八
五
〉

(
該
嘗
者
は
)
債
務
を
認
め
ず
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こ
の
よ
う
な
場
合
、

そ
の
後
の
展
開
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

抗
鼎
が
常
に
正
し
い
と
い
う
保
護
は
、

単
な
る
債
権
者
の
思
い
違
い
と
し
て
一
件
落
着
に
な
っ
た
と
は
、

お‘

よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
。

ど
こ
に
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
は
、

然
る
べ
き
手
績
を
ふ
ん
だ
正

式
の
陳
述
が
改
め
て
一
該
嘗
者
に
要
求
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

自
誼
愛
書
が
必
要
と
な
る
の
は

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
場
面
な
の
で
あ

る。

五

霊
堂
自
の
機
能

前
章
の
冒
頭
で
ふ
れ
た
「
不
服
愛
書
自
詮
」
と
い
う
文
言
の
意
味
を
、
こ
こ
で
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
文
言
は
、

た
と
え
ば
次
の
よ
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う
な
簡
に
あ
ら
わ
れ
る
。

山
口
責
不
可
得
謹
所
言

不
服
負
愛
書
自
詮
・
歩
光
見
篤
倶
南
照
長
不
震
執
胡
照
長

(
A
8
一
五
七
・
二
一

園
田
四
七
〉



「
愛
書
も
て
自
誼
」
し
た
と
い
う
内
容
。
自
誼

し
た
の
は
お
そ
ら
く
後
段
に
み
え
る
歩
光
と
い
う
照
長
で
あ
ろ
う
。
山
は
断
簡
の
た
め
正
確
な
理
解
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
不
服
」

山
図
皆
不
服
愛
書
白
謹
書
到
如
律
令

川
は
債
権
者
か
ら
の
請
求
に
封
し
「
負
」

(
A
8
二
O
六

園
二
九
八
)
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(
債
務
)
あ
る
こ
と
に
「
不
服
」
で
あ
っ
た
た
め
に

の
結
果

「愛
書
自
謹
」
に
及
ん
だ
と
い
う
闘
係
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
文
言
は
若
干
呉
な
る
け
れ
ど
も
、
第
一
章
の

I
d
に
列

摩
し
た
簡
に
み
え
る
「
不
服
移
自
誼
愛
書
」
も
同
様
に
、

「
不
服
」
を
う
け
て
自
詮
愛
書
を
選
附
し
た
こ
と
を
物
語
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
「
不
服
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
朕
態
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
秦
漢
時
代
に
法
制
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ

た
「
服
」
の
語
は
、
信
服
・
承
服
と
い
っ
た
一
般
的
な
意
味
で
は
な
い
。
か
つ
て
蓄
稿
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
そ
れ
は
験
問
・
訊
聞
を
受
け

た
被
疑
者
が
事
寅
を
自
認
す
る
こ
と
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
「
不
服
」
と
あ
れ
ば
自
認
し
な
い
の
謂
と
な
る
。
漢
簡
の
場
合
で
も
、
こ
の
語
義

は
饗
ら
な
い
。
前
章
に
引
い
た
川
の
簡
に
「
謹
験
問
土
吏
孫
猛
、
辞
服
負
、
云
々
」
と
み
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
詮
左
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
不

霊
書
」
と
は
各
々

そ
こ
で
は
「
験
問
↓
不
服
↓
愛
書
自
誼
」
と
い
う
手
績
が
進
行
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
「
不
服
愛
書
自
謹
」

「
験
問
し
た
が
自
認
せ
ず
、
愛
書
に
よ
っ
て
自
ら
誼
し
た
」
「
験
問
し
て
自
認
し
な
い
場
合
は
、

「
不
服
移
自
謹
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服
」
と
は
験
問
(
取
調
べ
)
を
前
提
と
し
た
言
葉
な
の
で
あ
っ
て
、

た
と
え

「
験
問
」

の
文
字
が
な
く
と
も
「
不
服
愛
書
自
謹
」
と
あ
れ
ば
、

自
謹
愛
書
を
送
附
せ
よ
」

と
解
揮
す
べ
き
文
言
な
の
で
あ
る
。

「
自
言
」
に
よ
り
貸
金
返
済
請
求
が
な
さ
れ
る
と
、
官
は
一
該
嘗
者
を
験
問
し
て
貸
金
を
回
牧
す
べ
く
手
配
す
る
。
こ
の
聞
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
前
章
で
述
べ
た
。
そ
の
結
果
、
一
該
嘗
者
が
債
務
の
事
買
を
認
め
れ
ば
(
こ
れ
が
「
辞
服
負
」
)
問
題
は
な
い
が
、
そ
の
義
務
は
な
い
と
抗
捧
し

た
場
合
に
は
(
「
不
服
負
」
)

そ
の
主
張
の
内
容
を
愛
書
に
よ
っ
て
詮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

「
不
服
愛
書
自
謹
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、

こ
の
よ
う
な
手
績
の
進
行
が
龍
み
取
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
場
面
で
作
成
さ
れ
た
自
誼
愛
書
の
機
能
が
何
で
あ
る
か
は
、
も
は

や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
自
己
の
主
張
の
正
首
さ
を
誼
し
た
謹
書
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
。
こ
の
推
定
を
さ
ら
に
裏
附
け
る

史
料
と
し
て
、
衣
の
一
例
は
注
目
に
値
す
る
。



責
候
長
李
勝
之
銭
二
百
九
十
三
、
謹
験
問
勝
之
、
辞
、
故
輿
君
侠
夫
彰
租
借
用
珍
北
塞
外
侯
図

山
口
居
里
女
子
石
君
侠
王
子
羽

五
年
十
二
月
中
、
奥
彰
租
等
四
人
供
殺
牛
、
己
校
計
、
不
負
影
租
銭
。
彰
租
役
署
白
石
部
、
移
書
責
ム

加
担
銭
二
百
九
十
三
。
ム
愛
書
自
設
、
不
嘗
償
彰
租
銭
、
己
決
紹
。
彰
租
免
蹄
呈
池
、
至
今
積
四
歳
。
君
侠
今

復
責
ム
銭
。
ム
自
護
愛
書
在
珍
北
候
官
。

母
詣
官

彰
口
口
妻
。

こ
の
簡
は
『
居
延
新
簡
』
の
簡
番
競
に
錯
誤
が
あ
る
が
、

(

お

)

正
し
く
は
右
の
よ
う
な
一
枚
で
あ
る
。

(
E
P
S
四
T
二
・
五
一
一
)

(
却
〉

「
ム
」
字
は
「
某
」
で
あ
る
が
、
具
瞳
的
に

は
被
験
問
者
の
李
勝
之
を
指
す
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
全
瞳
は
以
下
の
よ
う
に
遁
讃
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

口
居
里
の
女
子
・
石
君
侠
と
王
子
羽
と
が
候
長
の
李
鵬
肪
之
に
二
九
三
鎮
の
返
済
を
求
め
た
。

(
こ
の
件
に
つ
い
て
)
つ
つ
し
ん
で
勝
之
を

験
問
し
た
と
こ
ろ
、

決
の
よ
う
に
供
述
し
ま
し
た
。
「
(
私
は
)
も
と
君
侠
の
夫
の
彰
租
と
共
に
珍
北
塞
外
候
:
:
:
で
し
た
。

月
中
に
、
彰
姐
ら
四
人
と
一
緒
に
牛
を
屠
殺
し
ま
し
た
が
、
(
そ
の
際
の
支
排
い
は
)
す
で
に
計
算
ず
み
で
、
彰
租
に
射
し
て
借
り
は
あ

五
年
十
二

- 33ー

り
ま
せ
ん
。
彰
租
は
白
石
部
に
轄
任
し
て
か
ら
、
書
面
で
私
に
王
子
羽
の
ぶ
ん
二
九
三
銭
の
返
済
を
求
め
て
来
ま
し
た
が
、
私
は
『
彰
租

に
鏡
を
返
す
必
要
は
な
い
。

(
金
銭
は
す
べ
て
)
決
済
ず
み
だ
」
と
愛
書
に
よ
っ
て
自
謹
い
た
し
ま
し
た
。
彰
租
が
退
任
し
て
忌
池
鯨
に

掃
っ
て
か
ら
、
今
日
ま
で
四
年
に
な
り
ま
す
。
君
侠
が
今
ま
た
私
に
銭
の
返
済
を
求
め
て
来
ま
し
た
が
、
私
の
自
謹
愛
書
は
珍
北
侯
官
に

あ
り
ま
す
。
」
侯
官
へ
出
頭
の
要
な
し
。
彰
口
口
妻
。

最
末
尾
に
一
部
剣
然
と
し
な
い
箇
所
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
己
に
債
務
な
き
む
ね
を
置
す
る
た
め
に
自
誼
愛
書
が
作
成
・
提
出
さ
れ
た
こ
と
、

な
ら
び
に
そ
れ
が
候
官
に
保
管
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、

な
ど
の
黙
を
俸
え
る
簡
と
し
て
貴
重
な
一
枚
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
第
二
章
で
分
析
し
た
「
候
粟
君
加
書
」
の
自
誼
愛
書
に
つ
い
て
も
、
右
と
全
く
同
様
の
役
割
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
甲
渠
候
の
粟
君
が
冠
恩
に
借
財
の
返
済
を
求
め
る
書
面
を
居
延
麟
廷
に
遺
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
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鯨
廷
で
は
窟
恩
の
所
属
す
る
都
郷
に
「
験
問
治
決
」
を
命
じ
た
が
、
恩
は
服
さ
ず
、
す
で
に
返
酒
ず
み
で
あ
る
む
ね
愛
書
に
よ
っ
て
自
誼
し
、
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そ
れ
を
沓
夫
の
宮
が
鯨
廷
へ
提
出
し
た
。
こ
れ
が

A
文
書
、
つ
ま
り
十
二
月
乙
卯
附
の
自
詮
愛
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
牒
廷
は
こ
の
謹
言
を
疑

ぃ
、
改
め
て
恩
を
験
問
す
る
よ
う
命
じ
、

そ
の
結
果
ふ
た
た
び
自
謹
愛
書
が
作
成
さ
れ
て
豚
に
進
達
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
が

B
文
書

つ
ま
り
十
二
月
戊
辰
附
の
自
詮
愛
書
で
あ
り
、

そ
の
際
に
添
附
さ
れ
た
送
達
文
書
(
迭
り
伏
)
が

C
文
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
先
に
届
い

て
い
た
A
文
書
と
も
ど
も
豚
廷
で
書
寓
さ
れ
(
た
だ
し
A
文
書
と
B
文
書
以
下
と
は
別
の
書
記
の
手
に
成
る
)
た
う
え
で
、

さ
ら
に

E
の
迭
達
文
書
を

附
し
て
甲
渠
候
官
へ
と
、
迭
致
さ
れ
た
。
候
官
で
は
、

お
そ
ら
く
然
る
べ
き
封
臆
を
な
し
た
の
ち
、
こ
の

一
括
書
類
に

「候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」

つ
ま
り

「候
の
莱
君
が
冠
恩
に
借
財
返
済
を
求
め
た
一
件
」
と
の
褐
を
附
け
て
文
書
庫

(Fg
に
保
管
し
た
。

1

1
以
上
が
「
候
粟
君
加
書
」

の
物
語
る
一
部
始
終
で
あ
る
。
文
書
の
往
還
が
や
や
複
雑
と
は
レ
え
、
自
己
に
返
済
の
義
務
な
き
こ
と
を
誼
す
る
謹
書
と
し
て
自
誼
愛
書
が
作

成

・
迭
達
さ
れ
、

か
つ
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
は
、
先
の
山
と
襲
わ
り
は
な
い
。
験
聞
に
先
立
っ
て
告
知
さ
れ
る
「
誼
不
言
請
律
」
は
、

そ
う
し
た
詮
言
に
数
力
を
も
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
手
績
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
手
績
を
へ
て
搭
嘗
官
吏
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
自
置
愛
書
は
、
公
的
な
詮
明
力
を
も
っ
た
謹
書
と
し
て
認
定
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
謹
書
を
、
本
稿
で
は
債
に
「
公

(

ω

)

 

謹
書
」
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
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さ
て
、
自
詮
愛
書
の
機
能
が
右
の
、
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
他
の
種
類
の
愛
書
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
決
に
こ
の
貼
を
検
討
し
て

み
よ
う
。

ま
ず
は

E
吏
卒
相
牽
詮
任
愛
書
に
つ
い
て
。

こ
の
霊
堂
日
の
本
文
に
あ
た
る
簡
は
見
出
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
内
容
の
一
端
は
左
の
よ
う
な

報
告
書
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
口
采
捕
験
亡
人
所
依
侍
医
庭
必
得

=
詣
口
書
母
有
令
吏
民
相
牽
謹
任
愛
書
以
書
言
謹
雑
興
候

史
廠
騨
北
亭
長
欧
等
八
人
成
卒
孟
陽
等
十
人
捜
索
部
界
中
一蹴一
亡
人
所
依
匠
慮
愛
書
相
牽

(上
級
か
ら
の
文
書
に
は
)
「
:
:
:
采
捕
。
逃
亡
者
が
隠
れ
て
い
そ
う
な
所
を
し
ら
ベ
、
必
ず
逮
捕
せ
よ
。
逮
捕
し
た
な
ら
ば
:
・
に
迭

(
A
お
二
五
五

・
二
七

図
九
一
二
)

検
し
、
有
無
を
記
せ
〈
?
〉
。
吏
民
に
連
帯
責
任
で
愛
書
に
よ
る
保
誼
を
行
な
わ
せ
、
文
書
を
も
っ
て
報
告
せ
よ
」
と
あ
り
ま
し
た
。

つ
つ



し
ん
で
候
史
の
廉
・
辞
北
亭
長
の
欧
ら
八
人
な
ら
び
に
成
卒
の
孟
陽
ら
十
人
と
共
同
で
、
部
の
管
匿
内
を
捜
索
し
、
逃
亡
者
が
隠
れ
て
い

そ
う
な
所
を
し
ら
ベ
、
愛
書
に
よ
っ
て
連
帯
で
:
:
:

(
H
U
)
 

「雑
」
と
は

「二

つ
以
上
の
官
職
が
、
共
同
で
事
に
蛍
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
文
字
」
で
、
右

の
簡
で
は
文
書
の
設
信
者
が

「候
史
廉

・
辞
北
亭
長
欧
等
八
人
」
お
よ
び

「
成
卒
孟
陽
等
十
人
」
と
共
同
で
部
内
を
捜
索
し
た
こ
と
を
指
す
。

「相
牽
誼
任
」
の
語
義
は
第
三
一
軍
で
述
べ
た
。

こ
の
う
ち
前
の
八
人
が
「
吏
」
、
後
の
十
人
が
「
民
」

に
相
嘗
す
る
か
ら
、

「吏
民
を
し
て
相
葦
誼
任
せ
し
む
」

と
は
つ
ま
り
、

捜
索
に
あ
た

っ
た
十
八
人
の
連
帯
責
任
に
お
い
て
結
果
を
保
護
さ
せ
る
こ
と
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
様
な
例
は
ま
た
敦
埠
漢
簡
に
も
み
え
る
。

削
除
長
常
賢
レ
充
世
レ
棺
レ
顧
等
雑
庚
索
部
界
中
間
成
卒
王
意
等
十
八
人
皆
相
謹

(吋

-
i・r
-
H
-
N
C

由。r
-
H印
斗
)

「
庚
索
」
は
捜
索
。

四
人
の
黙
長
が
部
(
お
そ
ら
く
は
四
燃
が
含
ま
れ
る
部
で
あ
ろ
う
)
の
管
匝
内
を
捜
索
し
、

や
は
り
吏
民
相
牽
誼
任
愛
書
に
関
係
す
る
簡
||
あ
る
い
は
霊
書
そ
の
も
の
ー
ー
ー
で
あ
ろ
う
。
以

さ
ら
に
十
八
人
の
成
卒
に
も
尋
ね

た
う
え
で
結
果
を
「
相
誼
」
し
た
も
の
で
、

上
に
よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
愛
書
は
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
複
数
者
が
連
帯
責
任
を
も
っ
て
保
詮
し
た
文
書
で
あ
り
、

や
は
り
一
種
の
公
謹
書
と
定
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義
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
、
最
も
類
例
の
多
い

E
秋
射
愛
書
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
本
文
を
通
覧
す
る
と
、

「常
に
令
を
以
て
秋
射
し
」

「
皆
な
令

に
躍
ず
」
と
い
っ
た
文
言
が
注
意
を
ひ
く
。
こ
こ
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
令
」
が
た
と
え
ば
、

川
・
功
令
第
悩
五
候
長
士
吏
皆
試
射
=
去
淳
乱
用
湾
力
如
護
湾
設
十
二
矢
中
乱
用
矢
六
矯
程
過
六
矢
賜
第
十
五
日

(
A
8
四五・一一一一一

園
二
三
〉

さ晶司

L
L

功
令
第
山
山
五
。
候
長
・
土
吏
は
み
な
射
撃
の
試
験
を
課
す
。
射
る
さ
い
に
は
淳
帯
を
離
れ
、
考
の
カ
は
護
湾
の
如
し
。
十
二
護
の
矢
を
射

て
、
恐
に
命
中
す
る
こ
と
六
震
を
標
準
と
す
る
。
六
護
以
上
命
中
し
た
場
合
は
、

一
震
ご
と
に
賜
第
十
五
日
。

な
ど
の
簡
に
み
え
る

「
功
令
第
悩
五
」
を
指
す
こ
と
疑
い
な
い
。
こ
こ
に
は
賜
務
(
官
吏
に
劃
す
る
勤
務
日
数
の
割
檎
〉
の
規
定
の
み
-
記
さ
れ
て
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い
る
が
、
命
中
敷
が
六
を
下
れ
ば
逆
に
奪
第
(
勤
務
日
数
の
削
減
)
の
慮
分
を
受
け
た
こ
と
が
、

居
延
一
九
七
三
・
七
四
年
簡
に
次
の
通
り
み
え
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(
必
)

て
い
る
。

川
図
口
湾
設
矢
十
二
中
帯
矢
六
魚
程
遁
六
若
不
帯
六
矢
賜
奪
第
各
十
五
日

(
E
P
T
五
六

・一二三
七〉

:・
十
二
援
の
矢
を
射
て
、

咽
山
市
に
命
中
す
る
こ
と
六
震
を
標
準
と
す
る
。

六
震
を
超
え
る
か
、

も
し
く
は
六
護
蛍
ら
な
い
か
し
た
場
合

t土

一
設
ご
と
に
賜
第
も
し
く
は
奪
第
各
々
十
五
日
。

」
れ
も
や
は
り
功
令
の
断
片
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
ら
び
に
結
果
に
慮
じ
た
賜
労

・
奪
第
の
規
程
な
ど
は
、
す
べ
て
令
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
秋
射
愛
書
が
「
令
」
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
秋
射
が
功
令
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
公
正
に
行
な

こ
の
よ
う
に
、
秋
射
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
の
帯
や
湾
の
規
格
、

わ
れ
た
こ
と
を
誼
す
る
た
め
と
解
穫
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

周
知
の
通
り
秋
射
の
成
績
は
、

日
の
簡
に

「設
中
せ
る
矢
数
を
牒
に
署

す
」
と
あ
る
よ
う
に
簡
加
に
記
録
さ
れ
、
愛
書
と
共
に
上
申
さ
れ
た
。

ummu等
に
み
え
る
「
射
愛
書
名
籍
」
も
ま
た
、
個
人
ご
と
に
作
成
さ
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れ
た
成
績
表
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
賜
務
ま
た
は
奪
努
が
認
可
さ
れ
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の

よ
う
に
官
吏
の
勤
務
評
定
に
直
接
か
か
わ
る
が
ゆ
え
に
、
秋
射
の
奉
行
に
あ
た
っ
て
は
公
正
を
期
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
秋
射
愛
書
は
ま
さ

に
、
立
合
っ
た
官
吏
が
こ
の
貼
を
保
誼
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
秋
射
霊
書
も
ま
た
公
謹
書
の

(

必

)

役
割
を
果
た
す
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
愛
書
の
機
能
は
ま
た

他
の
種
類
の
愛
書
の
場
合
に
も
嘗
て
は
ま
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
と
え
ば
町
病
死
(
病
診
)
愛

書
と

V
死
馬
愛
畳
一
回
と
は
、

い
ず
れ
も
成
卒
や
騨
馬

・
賂
駐
な
ど
の
死
が
確
か
に
病
死
で
あ
っ
て
自
殺
や
他
殺
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
公
誼

し
た
文
書
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

必
印
刷
出
な
ど
に
「
兵
刀
木
索
の
迩
な
し
」
と
注
記
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
た
め
に
相
違
な
い
。
ま
た
例
は

少
な
い
が

W
貰
貰
霊
書
に
つ
い
て
も
、

貯
の
末
尾
に
み
え
る

「誼
所
言
」

文
言
か
ら
や
は
り
謹
書
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
と
み
て
よ
い
だ
ろ

ぅ
。
花
の

「
自
言
」
の
場
合
も
「
詮
所
言
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
愛
書
と
の
遣
い
は
官
に
よ
っ
て
一
定
の
手
績
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
か
否
か

に
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
斥
克
愛
書
」
と
恒
稀
し
た
回
日
九
の
タ
イ
プ
の
愛
書
も
、
秋
射
愛
書
か
ら
の
類
推
に
よ
っ

て
公
謹
書
と
規
定
す
る
こ
と



が
で
き
る
だ
ろ
う
。
官
吏
に
と
っ
て
賜
第
・
奪
第
の
申
請
に
読
書
を
必
要
と
し
た
の
と
同
様
、
そ
の
罷
克
の
請
求
に
も
ま
た
相
膿
の
理
由
を
記

し
た
謹
書
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
「
斥
克
愛
書
」
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
霊
書

と
は
公
謹
書
で
あ
る
o
l
-
-
こ
れ
を
も
っ
て
「
愛
書
と
は
何
か
」
に
劃
す
る
答
え
と
し
た
い
。

お

わ

り

に

最
後
に
、
本
稿
で
の
論
貼
を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
若
干
の
展
望
を
記
し
て
お
こ
う
。

居
延
漢
簡
に
み
え
る
愛
蓄
の
種
類
は
、
呼
稽
の
明
ら
か
な
も
の
で
七
種
類
、

不
明
の
も
の
を
含
め
れ
ば
約
十
種
類
に
の
ぼ
る
。
そ
の
書
式
の

う
え
で
共
通
す
る
特
色
は

書
出
し
に

「愛書一」

の
二
文
字
を
冠
し
、

末
尾
を

「
官
如
愛
書
」

(
も
し
く
は
「
如
愛
書
」
)
と
結
ぶ
と
こ
ろ
に
あ

る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
愛
蓄
が
こ
の
雨
者
を
粂
ね
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
と
く
に
官
頭
の
「
愛
書
」
は
歓
如
し
た
も
の
が
多
い
。
し

そ
れ
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
将
来
あ
ら
た
に
護
見
さ
れ

か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
が
愛
書
に
固
有
の
文
言
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
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る
漢
簡
の
中
か
ら
も
容
易
に
愛
書
簡
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

漢
簡
か
ら
掃
納
さ
れ
る
限
り
、
愛
書
と
は
公
謹
書
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
。
一
一
=
ロ
い
か
え
れ
ば
、
措
嘗
官
吏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
あ
る
事

買
を
公
置
す
る
た
め
の
文
書
が
、
す
な
わ
ち
愛
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
誼
明
す
る
事
質
闘
係
に
よ
っ
て
は
訴
訟
の
さ
い
の
謹
擦
と
も
な
り
え
た
が

そ
れ
ゆ
え
、
張
長
の
注
に
し
た
が
っ
て

(
た
と
え
ば
自
謹
愛
書
)
、

一
方
で
は
訴
訟
と
全
く
関
係
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た
(
た
と
え
ば
秋
射
愛
書
〉
。

愛
書
を
訴
訟
関
係
の
文
書
に
限
定
す
る
劉
海
年
氏
や
高
敏
氏
ら
の
見
解
は
、
狭
き
に
失
す
る
と
考
え
る
。

し
か
し
反
面
、
蘇
林
・
顔
師
古
の
説

を
う
け
て
「
口
辞
に
代
え
る
書
」
と
定
義
す
る
大
庭
修
氏
の
見
解
も
、
あ
ま
り
に
漠
然
と
し
て
か
え
っ
て
本
質
を
見
失
う
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

ぅ
。
霊
書
が
単
な
る
供
述
記
録
で
も
事
貫
報
告
書
で
も
な
い
こ
と
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
遁
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
従
来
の

設
の
中
で
は
、
愛
書
と
は
「
一
に
自
癖
書
で
あ
り
、
二
に
謹
書
で
あ
る
」
と
し
た
陳
繋
氏
の
見
解
が
、
方
向
と
し
て
は
最
も
正
し
か
っ
た
こ
と
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に
な
る
。
た
だ
し
氏
の
論
考
は

「
自
誼
愛
書
」
等
の
文
字
づ
ら
か
ら
一
種
直
観
的
に
結
論
を
引
出
し
た
に
す
ぎ
ず
、

「
自
鼎
蓄
」

「
謹
書
」
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(
μ
叫

)

の
機
能
す
る
場
ま
で
立
入
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
貼
に
限
界
が
あ
っ
た
。

で
は
、
こ
う
し
た
居
延
漢
簡
の
愛
書
と
睡
虎
地
秦
簡
の
愛
書
と
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
睡

虎
地
秦
簡
の
愛
書
も
ま
た
公
謹
書
で
あ
っ
た
可
能
性
を
、
今
は
考
え
た
い
。

か
つ
て
奮
稿
の
中
で
私
は
睡
虎
地
秦
簡
の
「
封
診
式
」
に
み
え
る

愛
書
を
分
析
し
、
愛
書
が

一
部
の
読
に
言
う
よ
う
な
公
正
な
裁
き
に
資
す
る
た
め
の
司
法
文
書
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
貼
は

本
稿
の
認
識
も
ま
た
襲
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
謹
ん
で

「霊
書
と
は
政
務
の
報
告
書
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
駐
に
つ
い
て
は
、

本
稿
に
し
た
が
っ
て
修
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
睡
虎
地
秦
筒
と
居
延
漢
衡
と
の
聞
に
は
、

百
年
を
超
え
る
時
聞
の

流
れ
が
あ
る
。
秦
簡
の
段
階
で
は
報
告
書
だ
っ
た
愛
書
が
、
漢
簡
の
時
代
に
至
っ
て
公
謹
書
に
襲
化
し
た
と
解
す
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
私
は
む
し
ろ
、
二

つ
の
筒
臆
史
料
の
も
つ
性
格
の
遣
い
に
こ
そ
留
意
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
居
延
漢
簡
の
場
合
、

迭
達
文
書
や
護
信
日
簿
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
諸
簡
の
存
在
に
よ
っ
て
、
愛
書
が
作
成
さ
れ
送
達
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
は
言
わ
ば
愛
書
を
と
り
ま
く
環
境
が
復
元
可
能
な
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
封
し
て
、

「
封
診
式
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
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る
の
は
個
々
の
愛
蓄
の
文
例
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
睡
虎
地
秦
簡
を
素
材
と
す
る
限
り
で
は
、
寅
際
の
行
政
の
場
で
壁
書
が
ど
う
機
能
し
て

い
た
か
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
史
料
の
性
格
の
違
い
を
考
慮
す
る
な
ら
ば

漢
筒
か
ら
復
元
さ
れ
た

「
理
境
」
が
秦
簡
に
も
安
嘗
す
る
と
理
解
し
て
お
く
の
が
、
さ
し
あ
た
り
最
も
穏
嘗
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
あ
く
ま
で
俵
設
に

と
ど
ま
る
が
、
睡
虎
地
秦
簡
の
霊
書
も
単
な
る
報
告
書
で
は
な
く
公
謹
書
と
し
て
機
能
し
た
と
い
う
読
を
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
提
示
し
て
お

(

必

)

き
た
い
。

同
様
の
こ
と
は
、
本
稿
の
官
頭
に
ふ
れ
た
張
湯
の
愛
書
に
も
ま
た
一
該
賞
す
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、

か
の
鼠
裁
判
の
手
績
は
、

得
(
逮
捕
)
↓
劾
(
翠
劾
)
掠
治
(
取
調
)
↓
俸
愛
書
↓
訊
鞠
(
審
理
)
論
報
(
決
罪
)
と
進
行
す
る
。

こ
こ
で
掠
治
か
ら
訊
鞠
へ
す
す
む
段
階
で

霊
蓄
の
停
、途
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
鼠
を
逮
捕

・
訊
問
し
た
さ
い
張
湯
は

沓
夫

・
滋
徽
の
類
の
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
官
制
上
こ
れ
ら
の
官
吏
に
は
事
案
に
最
終
的
な
剣
決
を
下
す
擢
限
が
な
い
。
そ
れ
は
お



そ
ら
く
、

よ
り
上
級
の
勝
官
の
役
割
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
彼
等
は
、
犯
人
を
訊
問
し
た
の
ち
身
柄
を
豚
廷
に
引
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
逮
捕
・
訊
聞
の
概
要
を
記
し
た
文
書
を
作
成
・
迭
達
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
言
う
ま
で

愛
書
」
と
い
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

も
な
く
、
牒
官
が
剣
決
を
下
す
に
あ
た
っ
て
の
根
援
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
す
な
わ
ち
愛
書
で
あ
り
、
そ
の
停
迭
を
稽
し
て
「
停

そ
こ
で
い
う
愛
書
は
や
は
り
単
な
る
報
告
書
で
は
な
く
、
上
級
官
の
裁
判
に
資
す
る
た
め
の
詮
明
力
を

つ
ま
り
は
本
稿
で
い
う
公
謹
書
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
秦
簡
か
ら
漢
簡
、
さ
ら
に
は
張
湯
の
俸
に
至
る
ま
で
の

も
っ
た
文
書
、

愛
書
は
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
始
め
て
統
一
的
に
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
改
め
て
も
ち
た
い
と
思
う
。

以
上
を
も
っ
て
愛
書
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
終
え
た
。
本
稿
で
得
た
知
見
を
も
と
に
漢
代
の
訴
訟
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
ず
る
機
舎
を
、
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註(

1

)

拙
稿
「
秦
の
裁
剣
制
度
の
復
元
」
(
林
巳
奈
夫
編
『
戟
園
時
代
出
土

文
物
の
研
究
』
京
都
大
皐
人
文
科
挙
研
究
所
、
一
九
八
五
年
〉
。
以
下
、

本
文
中
に
「
奮
稿
」
と
い
う
場
合
は
、
す
べ
て
こ
の
拙
稿
を
指
す
。

(

2

)

陳
繋
「
漢
耳
目
遺
簡
偶
述
」
「
漢
耳
目
遺
簡
偶
述
之
績
」
(
と
も
に
同
『
漢

菅
這
筒
識
小
七
種
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
五
年
所

牧)。

(

3

)

大
庭
僑
「
愛
書
考
」
(
同
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
、
一
九

八
二
年
所
牧
)
。

(

4

)

大
庭
惰
「
居
延
新
出
『
候
莱
君
所
責
冠
恩
事
』
筋
書
|
|
愛
書
考
補

|
|
」
(
同
前
書
所
枚
)
。

(

5

)

劉
海
年
「
秦
漢
訴
訟
中
的
少
愛
霊
園
。
」
(
『
法
皐
研
究
』
一
九
八

O
年

第
一
期
)
。
高
敏
「
緯
『
愛
書
』
l
1讃
秦
・
漢
簡
臆
札
記
|
|
」
ハ
『
盆

陽
師
事
皐
報
』
一
九
八
七
年
第
二
期
)
。

(

6

)

「
迭
達
文
章
一
回
簡
」
な
ら
び
に
「
夜
信
日
簿
」
と
い
う
呼
稽
は
、
永
田

英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
(
同
朋
合
、
一
九
八
九
年
)
に
従
っ
た
。

(

7

)

努
斡
「
居
延
漢
簡
考
緯
緯
文
之
部
』
(
一
商
務
印
書
館
、
一
九
四
九

年
)
。
大
庭
氏
も
註
(

3

)

前
掲
論
文
に
同
様
の
樟
文
を
引
く
。

(
8
〉
類
例
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
検
が
あ
る
。

肩

水

候

官

諮

問牧

〈

A
お
二
七
四
・
三
六
園
五
五
七
〉

お
の
形
態
に
つ
い
て
は
李
均
明
氏
に
問
合
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た

(
9
)

甘
粛
居
延
考
古
隊
「
居
延
漢
代
遺
社
的
笈
掘
和
新
出
土
的
関
加
文

物
」
(
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
一
期
)
。

(
叩
)
甘
粛
居
延
考
古
隊
関
加
整
理
小
組
「
。
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
冠
恩
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事
。
稗
文
」
(
『
文
物
』

一
九
七
八
年
第
一
期
)
。
甘
粛
省
文
物
考
古
研

究
所
編

『
居
延
新
関
経
粋
』
(
蘭
州
大
準
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
。
木

文
前
出
『
居
延
新
筒
』
。

(
孔
)

徐
本
芳
「
居
延
考
古
渡
掘
的
新
政
穫
」
(
『文
物
』
一
九
七
八
年
第
一

期
)
。
粛
冗
逮

「
。粟
君
所
責
冠
思
事
。
的
問
略
考
」
(
同
前
)
。
島問
偉
超

「
略
稗
淡
代
獄
僻
文
例

1|
一
伶
治
獄
材
料
初
探
|
|」
(
同
前
)
。
陳

仲
安
「
関
於
《
架
君
賞
冠
思
関
》

的
一
庭
師
梓
文
」
(
『
文
史
』
第
七
輯
、

一
九
七
九
年
)
。
袈
錫
圭
「
新
設
現
的
居
延
漢
倒
的
幾
箇
問
題
」
(
『中

園
史
研
究
』

一
九
七
九
年
第
四
期
)
。
許
律
雲

「政
居
延
出
土
的
短
恩

加
害
」
(
向
『
求
古
篇
』
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一
九
八
二
年
所
牧
)
。

大
庭
倫
註
(

4

)

前
掲
論
文
。
初
仕
賓

・
新
允
遥
「
居
延
新
開

《
支
定
恩

事
》
的
幾
筒
問
題
」
(
『考
古
典
文
物
』

一
九
八
一
年
第
三
期
)
。
向
上

「
居
延
開
中
所
見
淡
代
《
囚
律
》
侠
文
考
|
|
《
居
延
新
館
二
塁
泡
関
心

事
。
的
抽
出
筒
問
題
》
的
訂
補
|
|
」
(
『考
古
典
文
物
』
一
九
八
四
年
第

二
期
)
。
高
敏
註
(
5
)
前
掲
論
文
。
謝
桂
華
(
吉
村
昌
之
誇
)
「
『
建
武

三
年
士
一
月
候
莱
君
所
責
意
思
事
』
考
緯
」
ハ
『
史
泉
』
第
七
三
続
、
一

九
九
一
年
)
。

(
ロ
)
〉
・
司

-
P
Z巳
自
宅
少
〉
「
白
川

Z
c
x
。
同
〉

-
U
-
N
∞-
h
叫

hsmQ
匂
立
。
，

hhs向。
p
b
h
忠
良
之
、
も
」
ぜ
河
内
込
町
、
同
守

s
r・
4
5
2
g
p
p

H
由
叶
山
田
・

(
日
)
フ
ル
ス
ウ
ェ
氏
は
、

D
衡
を
猿
理
小
組
の
位
置
に
置
く
か
徐
皐
芳
氏

の
位
置
に
置
く
か
は
大
し
た
問
題
で
は
な
い
と
い
う
ハ
国
己
目
司
?
。
官
・

2
F
3・N
U
ー
ピ
・
)
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
さ
さ
か
認
識
不
足
の
設
言

で
あ
る
。

(
M
)

註
(
日
)
前
掲
初
仕
賓
・
粛
冗
遼
第
一
論
文
。

(
日
)
註
(

4

)

前
掲
大
庭
論
文
。

(
日
)
一
九
八
九
年
六
月
に
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
で
質
物
を
目
隠
し
た

さ
い
の
観
察
に
よ
る
。
簡
の
朕
態
は
『
文
物
』

一
九
七
八
年
第
一
期
に

掲
載
の
図
版
か
ら
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
ロ
)
こ
の
程
文
は
、
註
(
日
)
前
掲
謝
桂
牽
論
文
に
従
っ
た
。
謝
氏
に
よ
れ

ば
「
梅
」
と
は
運
搬
用
の
牛
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

(
日
)
こ
の
穆
文
は
、
註
(
日
)
前
掲
姿
錫
圭
論
文
に
従
っ
た
。

褒
氏
に
よ
れ

ば
「
却
」
に
は
返
却
・
拒
紹
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
「
却
書
」
と
は

つ
ま
り
宮
か
ら
の
最
初
の
報
告
を
際
廷
が
担
否
し
た
こ
と
を
指
す
と
い

久
ノ
。

(
川
口
)
大
庭
倍
氏
は
こ
の
④
部
分
を
「
都
郷
沓
夫
宮
の
剣
断
」
と
解
し
て
い

る
が
(
註
ハ
4
)
前
掲
論
文
)
、
そ
れ
で
は
「
謹
験
問
思
僻
」

の
解
緯
に

無
理
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
句
を
「
謹
し
み
て
恩
の
鮮
を
験

問
す
る
に
」
と
誤
む
こ
と
は
、
「
験
問
」
の
語
の
用
法
か
ら
し
て
不
可

能
で
あ
る
。
ま
た
終
段
の
「
莱
君
用
恩
器
物
幣
敗
」
以
下
の
部
分
は
B

文
書
に
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
都
郷
沓
夫
宮
に
よ
る
窟
恩
の
供

述
の
補
足
で
あ
っ
て
剣
断
で
は
な
い
。

(
却
)
園
版
は
『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
一
期
、
一
九
頁
。
ま
た
紹
介
文
と

し
て
、
李
均
明
「
居
延
漢
筒
中
的
少
病
室
日
夕
牒
」
(
『
文
物
天
地
』
一
九

八
八
年
第
二
期
)
が
あ
る
。

ハ
幻
)
こ
の
律
に
つ
い
て
は
、
連
勧
名
「
西
域
木
簡
所
見
《
漢
律
》
中
的

。
置
不
言
請
。
律
」
ハ
『
文
物
』
一
九
八
六
年
第
十
一
期
)
参
照
。

ハ
泣
)
た
と
え
ば
註
(
叩
)
に
あ
げ
た
三
種
の
緯
文
の
う
ち
、
『
居
延
新
開
』

は
「
皆
詮
。
官
如
愛
霊
園
」
、
他
の
二
つ
は
「
皆
詮
也
。
如
愛
書
」
と
砕

す。
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(
お
)
た
と
え
ば
、
「
葵
丑
旦
母
以
包
鴛
解
図
」

(
A
8
一
八
・
三
園
五

三
O
)
と
い
う
簡
の
「
官
」
字
は
、
字
形
の
み
見
る
な
ら
ば
「
也
」
と

緯
す
べ
き
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
は
「
包
を
以
て
解
と
震
す
な
か

れ
」
と
い
う
定
型
句
で
あ
る
こ
と
疑
い
な
い
。

(
担
)
黄
土
斌
「
河
南
僅
師
豚
設
現
漠
代
買
田
約
束
石
努
」
(
『
文
物
』
一
九

八
二
年
第
十
二
期
)
。
寧
可
「
関
於
『
漢
侍
廷
里
父
老
偲
買
田
約
束
石

券
』
」
(
同
前
〉
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
の
私
見
は
、
拙
稿
「
漢
代
結
俸

習
俗
考
|
l石
刻
史
料
と
郷
里
の
秩
序
ω
|
|」
(
『
島
根
大
準
法
文
察

部
紀
要
』
文
筆
科
編
九
|

I
、
一
九
八
六
年
〉
で
述
べ
た
。
た
だ
し
、

そ
こ
で
示
し
た
簿
讃
に
は
一
部
に
誤
り
が
あ
り
、
本
文
の
よ
う
に
訂
正

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
お
)
む
ろ
ん
A
文
書
を
指
す
と
み
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

A

文
書
は
内
容
的
に
B
文
書
を
出
な
い
し
、
ま
た
何
よ
り
も
A
文
書
自
睦

や
は
り
「
官
如
愛
書
」
文
書
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

ハm
m
)

『
居
延
新
簡
』
は
「
期
」
と
穫
す
も
、
何
繁
全
「
《
塞
上
蜂
火
品
約
》

詮
懇
」
(
『
考
古
』
一
九
八
五
年
第
九
期
)
の
慕
本
に
従
っ
て
「
始
」
と

四
押
し
た
。
註
(

m

)

前
掲
『
居
延
新
筒
緯
粋
』
も
同
様
。

(
幻
)
こ
の
簡
は
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
敦
爆
漢
簡
』
(
中
筆
書
局
、

一
九
九
一
年
)
に
枚
め
る
が
、
同
書
の
穣
文
は
文
章
を
成
さ
ず
、
骨
局
員

も
全
く
不
鮮
明
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
に
し
て
、
現
物
を
貿
見
し
た
胡

卒
生
氏
に
よ
る
補
訂
の
緯
文
が
設
表
さ
れ
、
初
め
て
文
意
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。
胡
卒
生
「
伺
奴
日
逐
王
蹄
漢
新
資
料
」
(
『
文
物
』
一
九
九

二
年
第
四
期
〉
参
照
。

ハ
お
)
つ
ま
り
は
睡
虎
地
秦
衡
「
封
診
式
」
の
血
友
書
に
み
ら
れ
る
書
式
が
こ

れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
封
診
式
」
の
各
種
愛
書
が
、
冒
頭
の

年
月
日
や
褒
信
者
の
官
職
・
姓
名
な
ど
を
除
い
た
、
文
書
と
し
て
最
も
}

核
心
と
な
る
部
分
の
み
の
文
例
で
あ
る
と
の
推
定
が
可
能
と
な
る
。

(
却
)
た
と
え
ば
「
図
官
先
以
詮
不
言
語
出
入
図
」

(
A
8
一
一
一
八
・
二
七

園
二
四
六
)
な
ど
は
、
文
言
か
ら
み
て
自
詮
愛
書
の
断
片
で
あ
る
可
能

性
が
つ
よ
い
。

(
叩
)
た
と
え
ば
『
後
漢
書
』
馬
援
俸
に
、

及
郭
后
第
、
有
上
書
者
、
以
直
周
粛
等
受
謙
之
家
、
客
因
事
生
航
、

慮
致
賀
高
・
任
章
之
祭
。
-
帝
怒
、
乃
下
郡
豚
枚
捕
諸
王
賓
客
、
更

相
牽
引
、
死
者
以
千
数
。

(
幻
)
た
と
え
ば
漢
代
に
は
、

吏
二
千
石
以
上
競
事
満
三
年
、
得
任
問
産
若
子
一
入
信
用
郎
。

と
い
う
「
任
子
の
令
」
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
(
『
漢

書
』
哀
脅
紀
注
引
『
漢
儀
注
』
)
、
こ
の
「
任
」
は

「
保
」
の
謂
で
あ
る

(
同
・
師
古
注
)
。

(
担
)
こ
の
必
と
内
容
的
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
簡
に
、
四
六
・
二
六
、

四
六
・
二
八
、
二
三
一

・
二
六
、
一
二
三
・
五
八
な
ど
が
あ
る
。
圃
版

を
見
る
限
り
、
筆
跡
も
類
似
し
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
衡
が
端
の
焼
け
た

よ
う
な
特
異
な
形
態
を
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
新
居
延
漢
衡
の

E
P

T
五
一
・
七
、

E
P
T
五
二
・
一
七
八
も
何
ら
か
の
関
連
性
を
も
つ
の

で
は
な
い
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
破
滅
子

(
A
8
〉
出
土
簡

で
あ
る
。

(
お
)
註
(

3

)

前
掲
大
庭
論
文
。
以
下
、
本
章
で
引
く
大
庭
氏
の
設
は
、
す

べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

(
担
)
こ
の
簡
は
中
園
衡
蹟
皐
園
際
園
学
術
研
討
禽
の
開
催
〈
一
九
九
一
年
七

月
二
九
日
J
八
月
二
日
)
に
と
も
な
う
特
別
陳
列
と
し
て
、
蘭
州
市
の
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甘
粛
省
博
物
舘
に
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
。
摩
文
は
私
穫
で
あ
る
。

(
お
)

「
自
言
」
が
提
出
さ
れ
る
の
は
、
貸
金
返
還
請
求
の
場
合
に
限
定
さ

れ
な
い
。
た
と
え
ば
「
俸
」
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)
の
取
得
を
申
請
す
る
さ

い
に
提
出
さ
れ
る
の
も
、
や
は
り
「
自
言
」
で
あ
っ
た
。
大
庭
筒
「
渓

代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
(
註
(

3

)

前
掲
書
所
枚
)
参
照
。

(
鉛
)
な
ぜ
な
ら
、
表
面
の
記
載
に
よ
る
限
り
、
設
信
者
は

「担
保
佑
守
候

護
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
穫
す
べ
き
か
、
御

数
示
を
乞
い
た
い
。

(
幻
)
「
記
」

に
つ
い

て
は
、
鵜
飼
昌
男

「
漢
代
の
文
書
に
つ

い
て
の
一
考

字

|

『記』

と
い
う
文
書
の
存
在
|
|
」
(
『
史
泉
』
第
六
八
鋭
、
一

九
八
八
年
)
な
ら
び
に
漣
勧
名

「
西
域
木
簡
中
間
記
輿
激
」
(
『文
物
春

秋
』
一
九
八
九
年
第
一

-
一
一
期
)
を
参
照
。

(
お
)
『
居
延
新
簡
』
で
は
「
復
責
ム
銭
」
以
下
の
部
分
に
五
三
A
と
い
う

番
貌
が
打
た
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
木
来
そ
の
下
の
四
行
に
書
か
れ
た

別
の
股
の
番
放
で
あ
る
む
ね
、
李
均
明
氏
よ
り
御
数
示
を
得
た
。

(
回
)
子
豪
亮

「
居
延
漢
筒
叢
緯
」
(
同

『
子
豪
亮
皐
術
文
存
』
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
所
枚
)
参
照
。

(

ω

)

こ
こ

に
い
う
「
公
謹
書
」
と
は
、
あ
く
ま
で
本
稿
濁
自
の
用
語
で
あ

り
、
現
行
の
「
公
正
謹
書
」
と
は
全
く
の
別
物
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
誤

解
な
き
ょ
う
特
に
註
記
し
て
お
き
た
い
。

(
H
U
)

大
庭
惰
「
淡
王
朝
の
支
配
機
構
」
(
註
(

3

)

前
掲
書
所
枚
)
四
八
頁
。

(
必
)
秋
射
に
よ
る
奪
発
が
あ
る
こ
と
は
、
居
延
一
九
七
三
・
七
四
年
簡
に

よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
事
貸
で
あ
る
。
大
庭
時
間

「
ω年
代
の

漢
筒
研
究

ω」
(
『
書
道
研
究
』
第
五
二
鋭
、
一
九
九
二
年
)
参
照。

(
刊
日
)
李
均
明
「
居
延
新
関
的
法
制
史
料
」
(
『
関
西
大
率
東
西
皐
術
研
究
所

紀
要
』
第
二
四
輯
、
一
九
九
一
年
)
で
は
、
秋
射
名
籍
を
も
っ
て
「
公

謹
書
の
意
義
を
有
す
る
」
も
の
と
評
し
て
い
る
。
し
か
し
私
見
に
よ
れ

ば
、
名
籍
自
鐙
に
公
詮
力
は
な
く
、
そ
の
役
割
を
も
つ
の
は
む
し
ろ
秋

射
愛
書
の
ほ
う
だ
と
思
わ
れ
る
。

(
H
H
)

し
た
が
っ
て
陳
媒
氏
の
設
で
は
、
そ
う
し
た
「
自
由
室田
」
「
歪
書
」

を
誰
が
作
成
す
る
の
か
と
い
う
貼
が
陵
味
で
あ
る
。
な
お
近
年
、

醇
英

群
氏
は
愛
書
に
つ

い
て
「
文
字
に
よ
る
一
切
の
歪
明
材
料
は
、
お
よ
そ

法
律
に
よ
っ
て
そ
の
合
法
性
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、

一
定
の
篠
件
の

も
と
で
は
す
べ
て
愛
書
と
稽
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
設
を
提
示
し

て
い
る
(
同
『
居
延
漢
筒
通
論
』
甘
粛
数
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
)
。

傾
聴
に
値
す
る
設
で
は
あ
る
が
、
は
た
し
て

「文
字
に
よ
る

一
切
の
透

明
材
料
(
一
切
文
字
詮
明
材
料
)
」
が
す
べ
て
愛
書
と
な
り
う
る
の
か
、

疑
問
な
し
と
し
な
い
。

(
必
)
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
「
封
守
」
の
よ
う
な
資
産
差
押
え
の
記
録
が

な
ぜ
愛
書
に
な
る
の
か
も
、
理
解
し
や
す
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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Ａ NEW INQUIRY INTO “YUANSHU 爰書”DOCUMENTS

　　　　　　　　　　

MOMIYAMA Akira

　　

In this paper, the author discusses ａtype of ｏ伍cial document known as

“yuanshu” during the Han period, utilizing the Han wooden strips discovered

at Edsen-gol sites(Juyan-Hanjian居延漢簡), and concludes as follows:-

　　

Since “yuanshu” documents always ended with the set phrase ‘taru

yｕａｎshｕ官如爰書,' and sometimes started with the word 'yuanshu,' all the

wooden strips bearing these formulae, even in the case of tiny fragments,

should be recognized as belonging to this category of document｡

　　

The “yuanshu” was a kind of document through which government

officials attested something.　Thus, it can be defined as a kind of o伍cial

certificate. This definition can be well applied to the “yuanshu” during

the Qin period which appears in the bamboo strips discovered in the Qin

tomb at Shuihudi (Shuihudi-Qinjian睡虎地秦簡）ａs well｡

　　

Despite commonly accepted opinion to the contrary, documents which

start with the phrase ‘ziyan 自言' (lit. '［ａperson］himself states') were not

the “yuanshu” but rather a kind of application which should be named

“ziyan.”The “yuanshu” was always ｅχchanged between officialsand never

produced by private persons.

Ａ STUDY ON THE ORIGINS OF DUDU 都督

ISHII Hitoshi

　　

According to the previous views, the government ｏ伍ｃｅｋｎＯべwnas dudu

(commander-in-chief of a regional army) was formally established during

the reign of Wendi 文帚, the second emperor of the Cao-Wei 曹魏dynasty,

and had its origin in the Cao Ｃａｏ曹操Administration. A post called

dudu, however, could be found in the armies of such regional warlords as

Dong Ｚｈｕｏ董卓, Lii Bu 呂布, Sun Ce 孫策, and Yuan Shao袁紹in the

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


